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Ⅰ．計画の前提                   
 

１．計画の目的 

 私たちが暮らす天草市は、藍く澄んだ海と豊かな緑に恵まれ、県内で

最も広い 683ｋ㎡の市域を有しています。その約 14％は日本を代表する

自然風景地として雲仙天草国立公園に指定されているほか、キリシタン

の歴史や南蛮文化など、全国に誇れる景観資源が市全域に点在し、天草

らしい風景を形づくっています。 

 本市は、まちづくりの理念として｢日本の宝島“天草” ｣を掲げていま

す。その姿を多くの人が実感できるようにするには、先人から継承され

た良好な景観を、これまで以上に輝かせ、将来に引き継いでいく仕組み

が必要です。 

 平成 16 年に景観法が制定されたことにより、市町村にも景観行政を主

体的に担う権限が与えられ、地域の特色を生かした景観形成へ向けた取

り組みが可能となりました。 

 天草の良好な景観は、市民共有の資産であると位置づけ、市民と共に、

守り、育み、創っていく景観からの島づくりが重要であると考えます。 

 このようなことから本市では、景観づくりを通じて市民が一体となり、

輝き続ける魅力的な「日本の宝島“天草”」を創ることを目的に「天草市

景観計画」を策定します。 
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２．計画の位置づけ  
 本計画は、景観法第１条にある｢美しく風格のある国土の形成、潤いの

ある豊かな生活環境の創造及び個性的で活力ある地域社会の実現を図り、

もって国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発展に寄与

すること｣の実現を目指し、同法第８条の規定に基づき定める法定計画で

す。 

 計画にあたっては、本市の最上位計画である天草市総合計画に即する

とともに、都市計画における方針等との適合を図り、各種計画との連携

のもと、天草らしい景観形成の実現に向けた総合的な方策を示します。 

 

 

 

■計画の位置づけ 

 

 

農業振興地域整備計画 

文化的景観保存計画 

その他各種部門別計画  

 

天 草 市総合計画 

都市計画マスタープラン 

都 市 計 画 区 域 の 整 備  
開 発 及 び 保 全 の 方 針  即 す  適 合  

連 携  

天草市域の景観形成に関する条例・計画 

・熊本県景観計画  
・熊本県景観条例  
・熊本県屋外広告物条例  
・天草町の景観を守り育てる条例  

整 合  

天 草 市 

景 観 計 画  

天 草 市 

景 観 条 例  

一体的に運用  

市 民 ・事業者・市との協働による 

天 草 らしい魅力的な景観づくりの推進 

周辺の県・市・町における

景観の取り組み  

長崎県・鹿児島県  
上天草市・苓北町  等  

連 携  
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３．推進主体 

 本市の景観をより良いものにするためには、市民、事業者、市が共に、

本市の景観を理解し、協力しあい、積極的に良好な景観の形成に取り組

まなければなりません。  
 天草らしい美しい景観との｢調和｣を前提に、良好な景観要素の｢保全 ｣、

景観阻害要因の｢除去・遮へい｣、｢修景・美化｣及び、新たな景観価値の｢創

造｣という景観配慮の基本原則に基づく対策を推進します。  
 本計画の推進主体は、市民、事業者、市であることを認識し、三者が

それぞれの責務を果たすとともに、協力、連携しながら一体となって取

り組んでいきます。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 の 責務 

 
良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 基 本

的かつ総合的な施策を策定し、積極
的に実施するように努める。  

施 策 の 策 定 及 び 実 施 に あ た っ て
は、市民、事業者及び専門家の意見
が反映されるように努める。  

良 好 な 景 観 形 成 に 関 す る 啓 発 及
び 知 識 の 普 及 並 び に 意 識 の 高 揚 を
図るため、必要な施策を講じる よう
に努める。  

 

市 民 の責務  

 
自ら が良 好な 景 観の 形成

に関 する 理解 を深 め、 自主
的か つ積 極的 な役 割を 果た
すように努める。  

市が 実施 する 良 好な 景観
の形 成に 関す る施 策に 協力
するように努める。  

事 業 者の責務  

 
土地 利用 等の 事 業活 動に

関し 、自 らが 良好 な景 観の
形成 に積 極的 に寄 与す るよ
うに努める。  

市が 実施 する 良 好な 景観
の形 成に 関す る施 策に 協力
するように努める。  

協 働 
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Ⅱ．景観特性と景観形成の課題            
 

１．景観特性 

（１）藍く澄んだ海と山々の緑が織り成す豊かな自然景観 

  有明海、不知火海、東シナ海に囲まれた本市は、内海特有の多島海

景観を見せる東海岸と、外洋に面し奇岩が連なり荒々しさを見せる西

海岸など、変化に富んだ特色ある海岸景観を形成しています。藍い海

と緑の島々、海に沈む夕日、漁船が浮かぶ風景は、自然の雄大さやの

どかさを伝えてくれます。 

  市域の大部分を占める森林地帯は、緑の島を形づくり、急峻な山々

は海岸まで迫り、海上からも山並み景観を楽しむことができます。ま

た、山頂や岬、海岸線から見る風景は、雄大な自然のパノラマです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）天草の歴史を物語る文化的景観 

  日本の西端部に位置する本市は、その地理的特性から、古来、外国

との結びつきが深く、16 世紀のポルトガル人渡来以降、南蛮文化やキ

リシタン文化が華開きました。また、漁村集落や農村集落に見られる

これらの風景は、人々の生活と生業から文化的景観を育んできました。 

  こうして、人々は古くから海や山の恵みを受け、自然とともに生き

る知恵や技術が伝承されてきました。防風のために築かれた民家の石

垣や、背中合わせに立ち並ぶ背戸輪（屋）の漁村家屋群などは、地域

色豊かな集落景観を形づくっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 天 草灘に沈む夕日 ■御所浦烏峠から見渡す絶景 

■ 農 村集落と大江教会 ■ 漁 村集落と﨑津教会 
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（３）天草の都市景観 

  本渡・牛深の市街地は、海に向かって開けた平野部に形成され、

人々が集まり、近隣都市との交流を深めながら発展してきました。 

  行政機関、事業所、交通施設が集中する本渡の市街地は、染岳や十

万山などの緑に包まれ、上島の沿岸を走る国道からも山裾に広がる都

市景観を見ることができます。市街地を貫く町山口川には国の重要文

化財に指定される祇園橋が架かり、都市空間の中にも歴史的な趣のあ

る景観が存在しています。 

  天草最南端の牛深の市街地には、古くからの港町にハイヤ大橋など

の新しい都市施設が融合した景観があります。海岸からは海を隔て、

長島（鹿児島県）の景観を間近に望むこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 石 垣の集落 ■ 背 戸輪（屋）の集落 

■十万山から見渡す本渡の市街地 ■ ハ イヤ大橋と牛深の市街地 
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■ か けの景観 

■ 十 三仏から見る白鶴浜 

■ 祗 園橋周辺の景観 

２．景観形成の主要課題 

～自然景観を守る視点から～ 

 ●海岸や山頂から望む海の景観、舟から  
  見る海岸線や山並み景観は、本市の雄  
  大な自然を感じさせてくれます。雲仙  
  天草国立公園と言うすばらしい環境  
  の中に暮らすことを誇りに思い、この  
  自然を大切に守り、将来へ引き継いで  
  いく仕組みを明確に示す必要があり  
  ます。  

 ●天草の自然景観を楽しめる眺望空間を確保し、多くの人が自然に親し  

  む機会をつくっていくことが必要です。 

 ●山並みのスカイラインを遮る構造物や山肌を削る開発への対策を講じ 

  ることが望まれます。 

 

～文化的景観を育む視点から～ 

 ●﨑津や大江の集落など、人々の生活や生 

  業と一体となり形成されている景観を、 

  地域を象徴する文化的景観として評価 

  し、周辺環境も含めた一体的な保全策を 

  講じていく必要があります。 

 ●漁村特有の背戸輪（屋）と言われる集落 

  形態や民家の石垣など、古くから生活の 

  知恵として受け継がれてきた固有な景 

  観の保全策を講じることが望まれます。 

 ●山の裾野や谷間には、農林業の生活とともに守られてきた集落があり  

  ます。集落と一体となった山々や棚田が織り成す美しい四季の景観を、 

  維持・継続していく仕組みづくりが求められています。 

 

～都市景観を創る視点から～ 

 ●都市機能が集積している本渡の市街地  
  には周辺を囲む緑の里山や河川軸等の 

  自然的な景観に加え、祗園橋などの歴史 

  的、文化的な資源も数多く点在していま 

  す。自然と歴史、文化が調和した一体感 

  あるまち並みの景観づくりが必要です。 

 ●建築物等のデザイン、色彩に対する配慮 

  や錯綜する電線への対応が進んでおらず、 

  連続性や統一感に欠ける景観となっています。 

  歴史感漂う風格と、活気や賑わいをもたらすような景観の創出が求め  
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■ 企 業 による 実践活動 

■ 港 の 景観 

  られます。 

 ●沿道に立ち並ぶ屋外広告物や自動販売機等は、良好な景観の阻害要因  

  となっています。天草の美しい風景と  

  調和した潤いのある沿道景観づくり 

  が必要です。 

 ●空港や港などは、訪れる人に天草らし  

  さを印象づける重要な場所です。人々  

  を迎え入れる玄関口として、魅力ある  

  景観を演出していくことが望まれま 

  す。  

 

～市民と共にの視点から～  
 ●人工的な構造物の築造にあたっては、見る人にとって周囲と調和した  

  美しさを感じさせると同時に、ユニバーサルデザインに配慮していく  

  必要があります。目に映る風景に留まらず、海風がもたらす潮の香り、 

  さざなみの音など五感に響き、心を豊かにする景観づくりを市民と共  

  に、実践する取り組みが必要です。  

 ●不法投棄や海岸漂着ゴミ、自動販売機  

  周辺の清掃、観光ルート沿いの除草な  

  ど身近な景観づくりは、市民の参加と  

  協力なしには、解決することができま  

  せん。特に、沿道景観や集落景観など  

  は、市民の主体的かつ自発的な景観に  

  対する理解と協力が不可欠です。景 

  観・風景は、市民共有の資産であると  

  の視点で、景観形成に関する意識の高 

  揚を図り、地域住民や事業者が一緒に取り組んでいく必要があります。 

 ●上天草市と苓北町に隣接する本市は、国道のみならず海岸線でも結ば  
  れています。長崎とは以前から深いつながりがあり、また、牛深と鹿  
  児島はフェリーで結ばれ、深く関わっています。このように、隣接し  
  た地域と結びついた景観は、本市の特徴であり、広域的視点に立った  
  景観施策を連携しながら創っていくことも必要です。  
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Ⅲ．景観計画区域及び景観形成の方針         
 

１．景観計画区域  
 本市では、市域に広がる美しい風景や景観資源を将来に引き継いでいく

ため、景観計画区域を天草市全域とし、市全域で景観の形成に取り組みま

す。  
 

■全市域を景観計画区域とする理由 

 

●これまでの取り組みから 

   本市では、これまで市全域で大規模建築物等に対する景観形成の誘 

  導を図るとともに、県指定の景観形成地域（有明海沿岸、本渡・五和 

  の一部、牛深の一部）や天草町の景観を守り育てる条例により、良好 

  な景観形成に向けた先駆的な取り組みを推進してきました。 

 

●本市の景観特性から 

   市域の大部分が山々の緑で覆われ、周囲は藍く澄んだ海に囲まれて 

  います。その豊かな自然と歴史の中で培われてきた文化などによって、 

  本市固有の景観資源が育まれ、天草らしい景観が形成されています。 

   本市の景観は、これらの自然、歴史、文化が調和することで形成さ 

  れており、限られた一部の区域を「景観の保全、形成を図る必要のな 

  い区域」として、景観計画の対象から除外することは、一体感ある景 

  観形成を図る上で支障となります。 

 

●本市が目指すまちづくりの理念から 

   本市は、天草市総合計画において、「日本の宝島“天草”」を掲げ、

市域を対象に、誰もが誇りに思い、心豊かに暮らせる宝の島づくり

を目指しています。その宝島の「宝物」である景観資源は、市域全体

に点在しており、その保全と再生、活用を図った景観形成への取り

組みは市全域で行う必要があります。 

 

●景観法活用の視点から  

   景観重要公共施設、景観重要建造物、景観重要樹木等の指定は、景 

  観計画区域に限られています。市民の景観に対する意識向上のために 

  は、対象区域を市全域としておくことが必要です。 

   景観計画は、景観計画区域内において、よりきめ細かな景観づくり 

  のため策定する計画であり、広域に設定することが望ましいと考えま 

  す。 
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■景観計画区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天 草 市 
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２．基本目標 

 本市が目指す「日本の宝島“天草”」の姿を実現するため、景観形成の

テーマを「日本の宝島“天草”景観からの島づくり」と設定します。天草

らしさを生かす豊かな自然景観を守り、誇りある文化的景観を育み、風格

ある都市景観の創出を、市民と共に築き上げていくことを目標とします。 

 

 

■景観形成の基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の宝島“天草” 景観からの島づくり  
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市 民 と共に 

築  く  
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◆ 価 値の発見と共有 

◆ 人 材の確保と育成 

◆ 伝 統行事を楽しむ交流の場の形成 

◆ 四 季を伝える景観情報の発信  
◆ 住 民参加による集落点検作業の実施 

◆ 地 域固有のたたずまいを見せる集落景観の評価 

◆ 地 域の特性に応じた制度の活用  

④ 集 落景観維持のための仕組みづくり 

② 生 業に支えられた里地・里山・里海の保全と再生 

③ 伝 統文化を楽しむ場の形成 

３．良好な景観の形成に関する基本方針 

基本目標の達成に向けて、以下の基本方針を設定します。  

◆ 景 観協議会の活用推進 

◆ 統 一感あるシンボル空間の形成  
◆ 質 の高い公共空間整備 

◆ 建 築物の景観コントロール 

◆ 民 有地における緑化の推進  
◆ 空 港・港を活用した天草らしさを印象づける情報発信 

◆ 空 港・港周辺の環境整備 

◆ 花 のまち角づくり  

市民と共に築く  

◆ ま ち並み点検活動の実施 

◆ 景 観協定制度の活用 

● 協 働による景観まちづくりの推進  

 

 

・ 市 民主体の景観まちづくり活動の展開 

・ 景 観形成のルールづくりへの参加・協力 

・ 市 が行う景観の形成に関する施策への協力  

 
 
・ 自 発的な景観まちづくり活動の展開  
・ 地 域の景観形成に向けた取り組みへの協力と社会貢献  
・ 市 が行う景観の形成に関する施策への協力  

 

 

・ 市 民や事業者に対する景観施策の啓発、支援  

・地域特性を生かした景観の保全と再生に向けた取り組み  
・ 総 合的に景観行政を進めるための体制づくり  
・ 景 観形成に関する主要施策の推進  

○ 市 民の役割として  

○ 事 業者の役割として  

○ 市 の役割として  

誇りある文化的景観を育む 

風格ある都市景観を創る 

◆ 景 観農業振興地域整備計画の策定 

◆ 森 林資源の利活用による健全な森づくり 

◆ 地 域に調和した水産基盤施設の整備 

① 文 化的資産の形成 

①賑わいと活力を生み出す景観の創出 

④景観阻害要因に対するルールづくり 

② 自 然と歴史が調和したまち並みづくり 

 

◆ 海 岸線及び川の景観の保全と再生 

◆ 海 中景観の保全 

◆ 山 並みを阻害する大規模構造物への景観配慮  

◆ 豊 かな山々に親しむことのできる環境整備 

◆ 幹 線道路を基軸とした自然景観の保全  

◆ ボ ランティア育成への協力 

◆ 地 区振興会を中心とした美化活動の展開 

◆ 市 民・行政・関連団体間の連携システムづくり  

豊かな自然景観を守る 

① 国 立公園とそれに連なる地域の保全 

② 海 岸線及び川の景観や山並みの保全 

③ 自 然を楽しむ眺望空間の確保 

④ 市民やＮＰＯ団体等による自然美化活動の推進 

◆ 環 境省と連携した景観の保護  
◆ 国 立公園に隣接する地域の景観保全  

③ 交 通結節点の魅力づくり 
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４．展開方策 

（１）豊かな自然景観を守る 

 ①国立公園とそれに連なる地域の保全 

  国立公園区域では、美しい自然景観との調和を図るため、自然公園

法に基づき工作物の新築、増築、改築をはじめとする各種行為におい

て、環境大臣への許可申請又は届出が必要です。本市に係る指定状況

は、以下のとおりで、市域の約 14％が国立公園区域となっています 。 
 

（ 天 草市における地域・地区別指定状況）           単 位 ：ha 

特 別 地域 
普 通 地域 

（陸域） 
計  

海 域 公園 

地 区  
特 別 保護 

地 区  

第 １ 種 

特 別 地域 

第 ２ 種 

特 別 地域 

第 ３ 種 

特 別 地域 
小  計  

1 56 4,905 4,299 9,261 293 9,554 100 
 

 ◆環境省と連携した景観の保護 

  国立公園内において定められる許可、届出に係る行為の基準を遵守

するとともに、環境省の指導に基づき良好な景観の形成に努めます。  
 

（ 雲 仙天草国立公園天草地域保護計画：環境省） 

地 種 区分  地 域  地 域 概要 及び保護計画の 方針 

特 別 保護 地区 大 ヶ 瀬  大小数個の岩礁部からなり、その海

上景観が優れた地域で厳正な保護を

図 り ます。  
第 １ 種特 別地域 松島町、有明海の内海

多島群、鋸嶽山頂部、

妙見浦、向辺田、片島、

二 子 島、築の島  

優れた内海多島景観、海蝕海岸景観

を呈している地域、観海アルプスと

呼 ば れ る 特 異 な 地 形 を 有 す る 地 域

で 、 厳正な保護を図ります。  
第 ２ 種特 別地域 樋合島、永浦島周辺、

高舞登山、千巌山、太

郎丸・次郎丸嶽、天草

西 海 岸など  

優れた海岸線、多島景観、特異な山

容景観を有する地域で、自然資源の

保護に十分配慮しながら利用との協

調 を 図ります。  
第 ３ 種特 別地域 姫浦、二間戸、鹿島岳

北斜面、屏風山、竜洞

山、宮野河内、六郎次

山、里浦、下須島など  

第１種・第２種特別地域の周辺部に

あたり、優れた眺望性、植生、景観

を有する地域で、地域産業との協調

を図りながら風致景観の維持を図り

ま す 。  
海 域 公園 地区 牛深海域公園、富岡海

域公園地区、天草海域

公 園 地区  

多くの熱帯魚類、サンゴ類の群生、

海中植物などが見られる優れた海中

景観を呈している海域で厳正な保護

を 図 ります。  
 

 ◆国立公園に隣接する地域の景観保全 

  国立公園と調和した良好な景観の形成を推進します。特に、自然景

観への配慮が必要な地域については、建築物・工作物等の新築、増築、

改築等、一定の行為に対する届出制度により、良好な景観形成を誘導

します。  
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 ②海岸線及び川の景観や山並みの保全 

  島の周辺では、鬼池～口之津（長崎）、牛深～蔵之元（鹿児島）を結  
 ぶ航路など、各種船舶が海上を往来しています。このほか、遊漁船や  
 観光クルージングによる船上からの景観に加え、グラスボートでは海  
 中景観も楽しむことができます。こうした美しい景観は、天草市の大  
 切な観光資源です。  
 ◆海岸線及び川の景観の保全と再生  
  海岸景観は、汀線、海浜、海岸林、背  
 後の丘陵地等の自然的要素と、海岸堤防、 
 護岸、突堤等の人工的要素で構成されて  
 います。有明海、東シナ海、不知火海の  
 海上から望む海岸線の自然景観保全に  
 努めます。  
  また、島内の河川の整備にあたっては、 
 その景観にも配慮し、海岸保全施設など  
 人工構造物の築造にあたっては、自然景  
 観との調和を図ります。  
  天草西部の海中には、色鮮やかなサン  
 ゴ類や熱帯魚類など亜熱帯性の生物が  
 豊富です。しかし、近年、サンゴを餌に  
 するオニヒトデなどによる被害が増え  
 ています。  
  そのため、環境省では早期発見・駆除  
 について、関係自治体や研究機関、地元  
 ダイビングクラブ及び漁業関係者等と  
 連携し適切な対応方針を定めています。 
  本市においても、地元団体等との協力  
 体制を整え、良好な海中景観の保全に努  
 めます。  
 

 ◆山並みを阻害する大規模構造物への景観配慮  
  国立公園区域（特別地域）内における鉄塔、アンテナ等の設置につ  
 いては、主要道路及び主要な公園利用地区から海側の地域への新設は  
 原則として認めない方針です。  
  区域外においても、山並み景観等を妨げる大規模行為について、適  
 切な規制誘導を図り、良好な景観の保全に努めます。  
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 ③自然を楽しむ眺望空間の確保 

  天草最高峰の倉岳山頂からは、遠く雲仙普賢岳や阿蘇山、東シナ海  
 や不知火海に浮かぶ島々を望むことができ、九州自然歩道や野営場な  
 どが整備されています。このほかにも、五  
 和の天神山や御所浦の烏峠、牛深の六郎次  
 山などの山頂からは、天草らしい風景を楽  
 しむことができます。  
  天草サンセットライン・ロザリオライ  
 ン・イルカライン等、個性あるネーミング  
 で親しまれている海岸道路では、車窓や沿  
 道の展望所から、美しい自然景観に触れあ  
 えます。  
 

 ◆豊かな山々に親しむことのできる環境整備 

  市域の約 70％が森林で覆われ、その約  
 60％が天然林です。森林は、木材の供給だ  
 けでなく、豊かな地下水を育み、土砂崩れ  
 の防止や洪水調整を行うほか、大気中の二  
 酸化炭素を吸収することで温暖化防止の  
 重要な役割を担うなど多面的な機能を発揮します。また、目に映る緑  
 は、心にやすらぎや癒しを与えてくれます。  
  森林は、天草の景観を構成する重要な資源であり、森林認証制度へ  
 の積極的な登録を推進すると同時に、適正な保全管理に努めます。ま  
 た、遊歩道や眺望空間の整備など、多くの人が美しい景観に触れる機  
 会の創出を図ります。  
 
 ◆幹線道路を基軸とした自然景観の保全  
  車窓からの景観に配慮した自然景観の保全を推進します。また、道  
 路沿いに、撮影スポットをセットにしたフォトスポット＆パーキング  
 （とるぱ）の整備を推進します。  
  展望所や案内板の整備にあたっては、周辺の自然景観に調和した意  
 匠、形態に努めます。なお、視界を遮る樹木の適正な維持管理や、利  
 用者マナーの向上に努め、交流を促進する観光ロードとして利用の拡  
 大を図ります。  
 

 

 

 （ と る ぱ）  
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 ④市民やＮＰＯ団体等による自然美化活動の推進 

  市域では、毎年定期的に行政や地域団体、事業所等が参加して、清 

 掃活動が行われています。 

  また、国立公園天草地域ではパークボランティアが登録されており、 

美化清掃活動にとどまらず、自然環境保全活動や自然解説活動など、

天草のすばらしい自然を保護するための活動に取り組んでいます。 

  本市独自では、地区振興会を中心に、海や河川、公園、道路などの 

 美化活動に取り組んでいます。 

  国立公園区域内でも被害が深刻化しているマツクイムシ等による松 

 林の衰退は、天草らしい景観の形成にとって重大な問題であり、今後 

 も各種事業を活用して、被害木の除去・予防に取り組んでいきます。 

 また、被害木の早期発見が拡大防止には欠かせないため、市民からの 

 情報伝達体制の構築に努めます。 

  このほかにも、熊本県の「水と緑の  
 森づくり税」を活用した市民参加の  
 「天草森の調査隊」などの取り組みも  
 実施されています。  
  市民の参加や協力はもちろんのこ  
 と、隣接する市や町、関連する機関と  
 連携を取り、広域的な視点で対策に取  
 り組んでいく必要があります。  
 
 ◆ボランティア育成への協力  
  環境省が取り組むパークボランテ  
 ィアとして登録する人材の確保や育  
 成、自然に親しむ活動や美化清掃活動  
 への協力を推進します。本市独自のボ  
 ランティア登録制度についても検討  
 し、市域の自然環境や景観を積極的に  
 保全・創出していく活動の輪を広げま  
 す。  
 
 ◆地区振興会を中心とした美化活動の展開  
  地域に密着した 51 の地区振興会を主力に、身近な自然景観を守るた  

 めの美化活動を推進します。市は、住民が主体となった地域づくり活 

 動に対して支援することとし、「住民主導・行政支援型のまちづくり」 

 を推進します。 

 

 ◆市民・行政・関連団体間の連携システムづくり  
  市民からの情報を基に、適切な対策等の検討を行う一貫したシステ  
 ム構築により、景観上の問題をいち早くキャッチし、早期に解決でき  
 る体制づくりを進めます。また、国、県、市や関連団体が連携し、ボ  
 ランティア活動などに関する情報提供の充実を図ります。  
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（２）誇りある文化的景観を育む 

 ①文化的資産の形成 

  平成 16 年の文化財保護法の一部改正により、地域における人々の生 

 活又は生業及び地域の風土により形成された景観地で、国民の生活又 

 は生業の理解のために欠くことのできないものを「文化的景観」と定 

 義し、新たな文化財として位置づけることになりました。文化的景観 

 とは、日々の生活に根ざした景観で、日頃はその価値に気づきにくい 

 ものです。 

  この文化的景観は地域の歴史や文化と密接に関わる固有の風土的特 

 色を表す文化的資産と言えます。しかし、時代の変化とともに失われ 

 つつあるもの、忘れられようとしているものなど、価値あるものとし 

 て認識されていないのが現状です。 

  生活者自身がその価値に気がつくとともに、市民が一丸となって育 

 むことの大切さを理解し、その価値を深めていく必要があります。 

 

 ◆価値の発見と共有 

  日本の宝島“天草”地域財産再発見事業では、地区振興会単位で住 

 民参加の資源掘り起こし活動が実施されています。今後も、地域の景 

 観ウォッチング等によって、各地区の固有の歴史的、文化的資源の価 

 値を見直していきます。 

  文化的景観は、その地域に伝わる固 

 有の歴史、文化と関わり、独特の風土 

 的特色を有しています。その保全は、 

 地域に居住し、その景観の維持に直接 

 関わる地域住民が主体となります。 

  しかし、持続可能な景観として育ん 

 でいくためには、住民だけの取り組み 

 では限界があり、広く市民の理解と協 

 力を求めていく必要があります。そのため、住民同士また市民共有の 

 財産として意識高揚を図る環境づくりを進めます。 

 

 ◆人材の確保と育成 

  文化的景観を地域の観光資源として位置づけることで、都市生活者 

 との交流を促進し、活性化によって若い世代の定住策や、団塊世代が 

 ふるさとに戻る仕組み等、各地域の特性にあった活用策を支援します。 

  また、地域以外の人々も景観保全活動に参加しやすい受け皿づくり 

 や、体験型・参加型の活動を推進する研修制度などを進め、新たな人 

 材の育成を図ります。  
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 ②生業に支えられた里地、里山、里海の保全と再生 

  自然に働きかけて生業を営むと言う 

 点において、農林水産業は依然として里 

 地、里山、里海と密接な関係を持ってい 

 る産業と言えます。  

  里地、里山、里海は、食料や燃料等の 

 物資の提供、地域の気候・風土の調整、 

 文化の育成、地域の生産システムや生態 

 系サイクルの維持などを通して、人々の 

 暮らしを長年支えてきました。 

  しかし、過疎、高齢化は、里山等の荒 

 廃をもたらすとともに、地域経済を衰退 

 させ、人々の生業にも影響を及ぼしてい 

 ます。 

  自然と共生しながら育まれる農林水 

 産業が衰退していくことは、生態系のバ 

 ランスを崩し、目に映る景観だけではな 

 く、環境の破壊にもつながります。 

  農林水産業の果たす役割を理解し、文 

 化的景観の保全と再生を目指していく 

 ことが求められます。 

 ◆景観農業振興地域整備計画の策定 

  本市では、水稲のほか果樹や野菜の栽 

 培が盛んですが、担い手が不足し遊休農 

 地や荒廃地が増加しています。美しい石 

 垣が残る干拓地跡にも雑草が茂る状況 

 が見られます。そのため、ひまわりや菜 

 の花などの景観作物を植栽するなど、遊 

 休農地の解消を推進しています。 

  景観法では、景観計画区域内の農業振 

 興地域において、景観と調和のとれた良 

 好な営農条件の確保を図る必要がある 

 場合、景観農業振興地域整備計画を定め 

 ることができます。 

  農業関係者の参加を得ながら、棚田の 

 畦畔の石積保全や景観作物の栽培、集落 

 全体の共同作業等の計画立案に努めます。 

 ◆森林資源の利活用による健全な森づくり 

  木材の価格低迷や森林所有者の高齢化などにより、放置山林が増加

していることから、地下水確保をはじめとした森林本来の機能維持及

び適切な維持管理を図るため、平成 31 年４月１日に森林経営管理法

が施行されました。これは、行政が森林保有者から委託を受けて主体

的に管理できるようになった制度であることから、森林組合等との官

民連携強化により、特用林産物の開発や流通体制の拡充に努め、木材

の需要拡大による森林資源の循環利用を推進し、健全な森林づくりを

目指します。また、森林の景観を文化的景観として捉え、林業の果た

す役割の重要性について、市民への情報発信を図っていきます。 
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 ◆地域に調和した水産基盤施設の整備 

  水産基盤施設には、漁港施設、漁港海岸施設、漁村集落生活環境施 

 設、漁礁漁場・増殖場等漁場施設が含まれます。水産基盤整備は、漁 

 業生産や流通加工振興、防災、生活環境の改善など地域振興課題に適 

 切に対応することを目的に実施されています。 

  里海の保全を図るため、自然地形構造や周辺景観との調和に配慮し 

 た整備を推進します。推進にあたっては、漁業者をはじめとした住民 

 の参画により、地域の実情・特性に応じた整備指針を作成します。 

 

 ③伝統文化を楽しむ場の形成 

  本市では、五穀豊穣や大漁祈願、報恩 

 感謝のお祭りや山の神奉納相撲など、各 

 地で多彩な伝統行事が継承されていま 

 す。 

  江戸時代には日本の各地で行われて 

 いた「虫追い祭り」も、農薬の普及など 

 により途絶えてきましたが、河浦町の一 

 町田地区などでは、今なお受け継がれて 

 います。 

  伝統行事の風景は、祭りの場と借景を 

 形づくる周辺の景観で成り立ち、祭りに 

 参加する人だけでなく、そこを訪れる 

 人々の心をも感動させてくれます。 

  幅広い世代の人々が、地域の生活文化 

 を通じて交流しあう環境づくりが必要 

 です。  

 

 ◆伝統行事を楽しむ交流の場の形成 

  地域の伝統行事は、周辺景観と相まっ 

 て独自の雰囲気を醸し出してくれます。 

 多くの人が祭りの風景を楽しめるよう、 

 その舞台となる交流空間の保全に努め 

 ます。 

 ◆四季を伝える景観情報の発信 

  伝統行事をはじめとする四季折々の風景を、貴重な景観資源として 

 捉え、市民や観光協会などと連携した情報発信システムの強化を図り 

 ます。 
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 ④集落景観維持のための仕組みづくり 

  市域には、防風石垣や棚田周辺の農 

 村集落、海に向かって設けられた「カ 

 ケ」や木造瓦屋根の民家からなる漁村 

 集落、背戸輪（屋）と言われる漁村家 

 屋群など、地域固有のたたずまいが散 

 在します。 

  これらの集落景観は、そこに住む人 

 達の営みによって成り立っています。 

 地域外からみた客観的評価を行うな 

 ど、住民相互がその価値を認識できる 

 活動により、住民の発意と合意に基づ 

 く存続のための仕組みを整えていか 

 なければなりません。 

  そのため、地域ごとに住民参加によ 

 る集落点検などの作業を実施し、守る 

 べき対象物や行為、維持・継続すべき 

 活動について確認しあう場を確保し 

 ていくことが必要です。 

 

 ◆住民参加による集落点検作業の実施 

  古くから人々は、相互扶助により草払いなどに参加し、地域のコミ 

 ュニティを育んできました。それは、互いの連帯感を深め、共存しあ 

 うことにより住民意識を高める活動でもありました。高齢化が進行し 

 ていく中、このような相互扶助の活動を一層深めていくことが求めら 

 れます。 

  まちの集落景観を保つため、点検作業を住民主体で推進していく体 

 制づくりを進めます。 

 ◆地域固有のたたずまいを見せる集落景観の評価 

  空家となった家屋、増築、改築されていく家屋などにより、伝統的 

 な集落景観が失われつつあります。個々の家々ではなく、まち並みを 

 形成する集落としての一体的景観を評価することで、住む人の意識と 

 ともに、その価値に対する認識が深められていきます。 

  学識経験者などによる外部調査の実施や、まち並み景観コンクール 

 などの表彰制度により、その価値を評価できる体制を整えていきます。 

 ◆地域の特性に応じた制度の活用 

  集落景観の保全を図るためには、地域の特性や実情を見極め、住民 

 の合意に基づくルールづくりが必要です。 

  守るべき文化的景観の区域を専門的見地に立って調査し、住民参加 

 のもとに保存計画や行動計画の立案を行い、景観形成地域の指定や景 

 観協定の締結など、地域に応じた制度を活用していきます。 

  また、自然、歴史、文化、生活等からみた地域の景観を特徴づけ、 

 地域のシンボルとして親しまれている建造物や樹木の保全を図るため、 

 景観重要建造物、景観重要樹木の制度を活用していきます。 
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（３）風格ある都市景観を創る 

 ①賑わいと活力を生み出す景観の創出 

  郊外型の大型店舗出店などにより、中心市街地の空洞化が進行し、 

 賑わいある景観が薄れてきています。そのため、市では、地域再生計 

 画等に基づき、市街地の整備改善と商業等の活性化に向け取り組んで 

 います。 

  人が集い賑わいを生み出すためには、多くの人を引き付け、歩いて 

 みたくなる心地よい空間づくりが必要です。商店街の外灯や店舗の看 

 板、案内板等に統一性を持たせるなど、商店街組織が一丸となって景 

 観づくりに取り組むことが求められます。 

 

 ◆景観協議会の活用推進 

  商店街やその周辺を構成する商店街振興組合、商工会、地区住民等 

 による景観協議会の設置など、地域の活力を生み出す景観まちづくり 

 活動を支援します。 

 ◆統一感あるシンボル空間の形成 

  ショーウィンドーや外観等の照明、店舗前の可動式ワゴン、フラワ 

 ーボックスなどについては、統一感のあるデザインを導入し景観づく 

 りを進めます。 

 

 ②自然と歴史が調和したまち並みづくり 

  祗園橋や本渡諏訪神社、明徳寺など歴 

 史資源が散在する本渡の市街地では、河 

 川敷や歩道などの公共空間の環境整備 

 が進められています。 

  しかし、建築物が密集する民有空間で 

 は、景観への配慮が必要であり、官民が 

 一体となった、風格ある景観まちづくり 

 が求められます。 

 ◆質の高い公共空間整備 

  景観軸となる幹線道路の電線地中化や街路樹等の整備を推進します。 

 また、観光案内や道路案内など公共サインの設置についても、まち並 

 み景観と調和する色やデザインに配慮した統一規格等の検討を進めま 

 す。 

 ◆建築物の景観コントロール 

  建築物の新築、増築、改築の際は、周辺の自然や歴史的景観との調 

 和を図るため、意匠、形態、色彩に配慮するなど、一定の行為に対す 

 る基準を定め、まち全体のバランスを考慮した景観まちづくりを進め 

 ます。 

 ◆民有地における緑化の推進 

  樹木や草花による緑化を推進するため、各種景観コンクールを開催 

 するなど本市独自の表彰制度や、記念樹配布等の制度について導入を 

 検討し、官民一丸となった都市緑化を推進します。 
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 ③交通結節点の魅力づくり 

  天草空港、本渡港、鬼池港、牛深港等 

 は、市内外の人々が利用する本市の玄関 

 口となっています。また、地域高規格道 

 路の整備に伴う、交流人口の増大が期待 

 されています。 

  空港や港においては、離発着する便と 

 バスなどの乗り継ぎの利便性や総合的 

 な情報案内等の充実が欠かせません。美 

 しい景観まちづくりの面からもわかり 

 やすく利用しやすい環境の整備や、観光施策との連携が必要です。 

 

 ◆空港・港を活用した天草らしさを印象づける情報発信 

  空港や港のターミナルに降り立った時、四季を通じて美しい天草の 

 景観を印象づける情報が発信できるよう関連機関との連携を図ります。 

 ◆空港・港周辺の環境整備 

  空港周辺の緑地保全を推進します。主要な港については、周辺の広 

 場や駐車場の緑化を推進し、潤いのある快適な空間づくりに努めます。 

 また、港の機能については、汽船事業者や観光関連団体などと協議を 

 深め、必要に応じた対策の検討を図ります。 

 ◆花のまち角づくり 

  主要道路の結節点や、交流の基軸となる幹線道路が交差する主要な 

 まち角は、ゆとりある空間づくりに努め、樹木や花の植栽などによる 

 花のまち角づくりを推進します。  

 

 ④景観阻害要因に対するルールづくり 

  乱立する屋外広告物や自動販売機は、沿道景観を阻害する大きな要 

 因となっています。しかしながら、景観協定の締結により、屋外広告 

 物の色や大きさ、共同設置の義務づけ等を定め、良好な景観形成を推 

 進することが可能です。 

  景観を阻害している要因を把握し、改善を促す活動に取り組んでい 

 くことが必要です。 

 

 ◆まち並み点検活動の実施 

  地域内外の人たちを募り、まち並み点検活動などを実施していきま 

 す。点検活動の結果をワークショップ等で話し合いながら、どう改善 

 していくか、どのようなルールづくりが必要かなど、地域にあった基 

 準を話し合う場を設けていきます。積極的に取り組もうとする地域に 

 対して、市がアドバイザーを派遣するなど各種の支援体制を整えてい 

 きます。 

 ◆景観協定制度の活用 

  一定の区域について、住民の合意が図られる場合、景観協定制度を 

 活用し、より良好な景観形成の実現を図ります。 
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Ⅳ．協働による景観まちづくりの推進            
 

  景観まちづくりを進めていくためには、市民、事業者、市が、それぞれの責務を 

 果たすとともに、協力、連携しながら一体となって取り組んでいくことが重要です。 

  ここでは、景観まちづくりの主体となる市民、事業者、市の果たす役割から、期 

 待される景観活動を整理します。 

 

１．市民としての役割 

  身近な景観づくりの重要な担い手としての役割を理解し、地域の景観に関心を深 

 め、快適な生活空間の質的向上や環境と調和した景観まちづくり活動に、主体的に 

 取り組む活動展開が期待されます。 

 

  ●市民主体の景観まちづくり活動の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●景観形成のルールづくりへの参加・協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●市が行う景観の形成に関する施策への協力 

 

 

 

 

 

 

・景観まちづくりに関するシンポジウムやセミナーに参加します。 
・地域で開催される景観まちづくりのワークショップなどに参加します。 

等  

・景観資源の掘り起こしや、まち並み（集落）点検活動などに参加します。 
・地域の景観資源マップを作成します。 
・地域の自然や歴史、文化、生活を特徴づける景観重要建造物や樹木の掘り起こし

をします。 
・地域に残る歴史や文化を子どもたちに語り継ぐ活動に参加します。 
・家周辺の道路の清掃や、自治会等における地域の美化活動などに積極的に参加し

ます。                                等 

・近隣との協働により、建築協定や緑地協定、景観協定などのルールづくりに参加

します。 
・住民提案制度等を活用し、景観計画について提案します。 
・景観形成重点地区の計画づくりに参加し、地域を守るためのルールづくりに協力

します。 
・地域のルールを理解し、景観の形成に協力します。 

等  
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２．事業者としての役割 

  景観まちづくりに貢献する役割を理解し、地域の景観に関心を深め、事業活動が 

 周辺景観に与える影響に配慮するとともに、社会貢献できるような取り組みに参 

 加・協力していくことが期待されます。 

 

  ●自発的な景観まちづくり活動の展開 

 

 

 

 

 

 

 

  ●地域の景観形成に向けた取り組みへの協力と社会貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●市が行う景観の形成に関する施策への協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の歴史や文化に関心を持ち、事業所活動に生かします。 
・事業所の広報活動などに地域の景観資源を活用し、情報を発信します。 
・事業所内緑化を推進します。 
・周辺の道路の清掃や地域の美化活動などに積極的に参加します。 
・地域の景観に配慮した施設整備（建築物や屋外広告物）を行います。 

等  

・周辺の事業者と協力しあい連続性のあるまち並みづくりを推進します。 
・景観形成重点地区の計画づくりに参加し協力します。 
・地域で決められている景観形成のルールを認識し守ります。 
・公共空間の維持管理活動に積極的に貢献します。 
・事業所の持つ専門的技術や知識、人材を景観まちづくり活動へ提供、派遣します。 

等  

・景観まちづくりに関するシンポジウムやセミナーに進んで参加します。 
・地域で開催される景観まちづくりのワークショップなどに参加します。 

等  
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３．景観行政団体としての市の役割 

  市民、事業者の景観まちづくり活動を支援するとともに、良好な景観形成に向け 

 た調整や指導、啓発活動を推進していく役割を担います。 

 

  ●市民や事業者に対する景観施策の啓発、支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●地域特性を生かした景観の保全と再生に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

  ●総合的に景観行政を進めるための体制づくり 

 

 

 

 

 

 

 

  ●景観に関する主要施策の推進 

 

 

 

 

 

 

・身近な景観を楽しみながら点検、評価する｢景観フォト○×コンテスト｣などを実

施します。 
・景観まちづくりに関するシンポジウムやセミナーを開催します。 
・天草市風景 100 選、景観四季暦、景観ツアーなど地域景観の再発見と情報発信に

取り組みます。 
・景観まちづくりのワークショップを開催し、市民や事業者の意向を把握します。 
・将来の担い手となる子どもたちに対する景観まちづくり学習の推進に努めます。 
・景観の優良事例の紹介や表彰制度の活用を進めます。 
・地域組織やＮＰＯ法人、各種団体等により展開される景観づくり活動に対して適

切な支援を行います。 
等  

・市民や事業者が景観計画の策定等について提案できる機会や環境を整えます。 
・景観形成地域を指定し、地域の個性を生かした景観まちづくりを推進します。 
・景観地区、準景観地区、景観協定制度等の活用を推進します。 

等  

・景観窓口となる担当部署の設置と、庁内関連部署との連携体制（景観担当者会議）

を整えます。 
・行為の届出に関する審査体制を整えます（景観アドバイザーによる技術的助言、

景観審議会への意見聴取等）。 
・専門家を派遣し技術的支援を行う景観アドバイザー事業の活用を推進します。 

等  

・届出行為に関する事務処理手順書を作成します。 
・景観に関する指導の統一を図るため、色彩をはじめ景観形成の基準をわかりやす

く示す景観形成ガイドラインの作成を検討します。 
・地区景観計画の策定を重点地区住民と協働で進めます。 
・景観重要建造物や景観重要樹木の指定を進めます。 

等  
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Ⅴ．良好な景観形成のための行為の制限           
 

 本市の良好な景観を保全し、天草らしい景観の形成を図るため、景観に大きな影響

を及ぼす可能性のある行為について制限を定める必要があります。 
 設定にあたっては、市域でこれまで運用されてきた｢熊本県景観条例｣｢天草町の景

観を守り育てる条例｣との整合性に配慮するとともに、各地域の景観特性を考慮し定

めます。 
 そのため、市全域を対象とする大規模行為の制限に加え、｢熊本県景観条例｣におい

て景観形成地域、特定施設届出地区として指定されていた区域、｢天草町の景観を守

り育てる条例｣において景観形成地区として指定されていた地区については、本計画

に移行し、継続して良好な景観形成に努めます。 

 また、市域の景観形成上重要な地区等を抽出し、行為の制限を定めることにより、

良好な景観の形成を推進します。 

 これらの行為に関しては、景観法及び天草市景観条例に基づき、これまで同様 30

日前までに届出が必要です。届出の内容は、景観形成基準に適合することが必要です。

届出の内容によっては、助言、指導等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●景観の保全及び形成に大きな影響を及ぼす可能性のある行為（大規模行為）を制限。 

1．景観計画区域（天草市全域）における行為の制限 Ｐ27.～ 

 

●景観の保全及び形成に影響を及ぼす可能性のある行為を制限。 

 
｢熊本県景観条例｣により、県土の景観形成上、重要な地域として定められた

地域 
○天草景観形成地域    ○牛深景観形成地域 
・本渡・五和景観形成ゾーン  ・ウォーターフロントゾーン 
・沿道景観形成ゾーン     ・中心市街地ゾーン 

 
｢天草町の景観を守り育てる条例｣により、天草町の顔となる代表的な地域と

して定められた地域 
○下田景観形成地域    ○高浜景観形成地域 
○福連木景観形成地域   ○大江景観形成地域 

 
「景観形成重点地区」として、景観資源を核として、集落を含む周辺一帯の良
好な景観づくりを住民主体で目指す地域 

○﨑津・今富景観形成地域 
 

２．景観形成地域における行為の制限 Ｐ29.～  

 
｢熊本県景観条例｣により、建築物、工作物等が集積し、又は集積すると予想

される区域のうち、景観形成を図る必要があると認められる幹線道路の沿道区
域に定められた地区 
・国道 266 号（国道 324 号との交点から道目木隧道入口の区間） 

３．特定施設届出地区における行為の制限 Ｐ44.～ 
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１．景観計画区域における行為の制限 

（１）届出対象行為 

 市全域を対象とする景観計画区域における届出が必要な行為は、法第 16 条第１項

の規定に基づくとともに、｢熊本県景観条例｣における届出対象（大規模行為）との整

合を図り以下のとおりとします。 

 
■景観計画区域における届出が必要な行為 

（景観形成地域及び特定施設届出地区の届出対象行為を除く）  
行為の種類 届出対象規模 

建
築
物 

新築、増築、改築、移転若しく

は撤去、外観を変更することと

なる修繕若しくは模様替又は色

彩の変更 

・高さ 13ｍ又は建築面積が 1,000㎡を超えるもの 

（※１） 

工
作
物 

新築、増

築、改築、

移転若し

く は 撤

去、外観

を変更す

ることと

なる修繕

若しくは

模様替又

は色彩の

変更  
 

さく及び塀、擁壁等 ・高さが２ｍ、かつ、長さが 50ｍを超えるもの 

（※１） 

記念塔、電波塔、物

見塔、煙突、高架水

槽、鉄筋コンクリー

ト造りの柱、金属製

の柱又は合成樹脂

製の柱等 

・高さ 13ｍ又はその敷地の用に供する土地の面積 

 が 1,000㎡を超えるもの 

（※１,２） 

電気供給又は有線

電気通信のための

電線路又は空中線

の支持物 

・高さ 20ｍ又はその敷地の用に供する土地の面積 

 が 1,000㎡を超えるもの 

（※１,２） 

遊戯施設、製造施

設、貯蔵施設、処理

施設、収納施設等 

・高さ 13ｍ又はその敷地の用に供する土地の面積 

 が 1,000㎡を超えるもの 

（※１,２） 

広告塔又は広告板 ・高さ 13ｍ又はその敷地の用に供する土地の面積 

 が 1,000㎡を超えるもの     （※１,２） 

太陽光発電設備等 ・土地に自立した設備で、その敷地の用に供す 

る土地の面積が 100㎡を超えるもの又は発電出

力が 10 ㎾以上のもの        （※１） 

地形の外観の変更を伴う鉱物の掘採及

び土石の採取 
・地形の外観の変更に係る土地の面積が 3,000㎡ 

 を超えるもの 

・高さが５ｍ、かつ、長さが 10ｍを超えるのり面 

 若しくは擁壁を生じるもの 

土地の区画形質の変更（土地の開墾及

び水面の埋立て又は干拓を含む） 
・変更に係る部分の土地の面積が 3,000㎡を超え 

 るもの 

・高さが５ｍ、かつ、長さが 10ｍを超えるのり面 

 若しくは擁壁を生じるもの 

※１ 建築物及び工作物の届出対象行為には、増築又は改築により当該届出対象規模を超えるものを含む。 
※２ 工作物が建築物と一体となって設置される場合にあっては、当該建築物の高さとの合計の高さとする。 
(注１)届出の適用除外行為については、上記のほか、景観法、景観法施行令及び景観条例施行規則に規

定されている。 
(注２)熊本県屋外広告物条例に基づく許可を受けるものを除く。 
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（２）景観形成基準 

 良好な景観形成を具体的に実現するため、届出対象行為ごとに、景観形成の基準を定めます。  
 

■景観計画区域における景観形成のための基準 

行  為  事  項  景 観 形 成のた めの基準 

建築物及び工
作物の新築、増
築、改築、移転
若しくは撤去、
外観を変更す
ることとなる
修繕若しくは
模様替又は色
彩の変更 

位 置 ・ 道 路 等の公 共用地に接する敷地境 界線からは、できるだ け後退した位置とする こと。  
外 観 意 匠 ・ 周 辺 の景観 との調和に配慮し、全 体的にまとまりのある 意匠とすること。  

・ 外 壁 、屋上 等に設ける設備は、露 出しないように努め、 本体及び周辺の景観と の調和に配慮すること 。  
・ 附 帯 する広 告物は、表示面積を極 力小さく、設置数は少 なくし、周辺の景観と の調和に配慮すること 。  

色 彩 ・色彩は以下のものを基準とし、周辺の景観との調和に配慮すること。  
※ 自 然 素材を 用いる場合はこの限り でない。  
※ 高 彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。  

【 外 壁 】  
[基 準 色 ]N(無 彩色 )： 明度６以上、R(赤 )・YR(黄赤)：明度５以上  彩 度６以下、Y(黄 )：明度５以上  彩 度４以下 、その他：明度５以上  彩 度 ２以下  
[推 奨 色 ]N(無 彩色 )： 明度８以上、R(赤 )・YR(黄赤)・Y(黄 )：明度７以上  彩度３以下、そ の 他：明度７以 上  彩 度 １ 以下  

【 屋 根 】  
[基 準 色 ]N(無 彩色 )： 明度６以下、R(赤 )・YR(黄赤)・Y(黄 )・ PB(青紫 )：明度５以下  彩 度３以下、その他 ：明度５以下  彩 度２以下  

材 料 ・ 周辺の景観と調和するような材料を使用すること。  
敷 地 の 緑 化 ・ 敷 地 内はで きるだけ緑化に努める こと。  

・ 既 存 の樹木 がある場合には、修景 に生かすよう配慮する こと。  
さく及び塀、擁
壁等の新築、増
築、改築、移転
若しくは撤去、
外観を変更する
こととなる修繕
若しくは模様替
又は色彩の変更 

位 置 ・ 道 路 等の公 共用地に接する敷地境 界線からは、できるだ け後退した位置とする こと。  
外 観 意 匠 ・ 周 辺 の景観 との調和に配慮し、全 体的にまとまりのある 意匠とすること。  

色 彩 ・ 色彩は、周辺の景観との調和に配慮すること。  
材 料 ・ 周辺の景観と調和するような材料を使用すること。  

緑 化 ・ さ く 及び塀 の周囲については、で きるだけ緑化に配慮す ること。  

太 陽 光 発電設 備等 

・ 道 路 等の公 共用地に接する敷地境 界線からできるだけ後 退した位置とするよう 努めるものとする。  
・ 全 体 的にま とまりのある意匠とし 、周辺の景観との調和 に配慮するものとする 。  
・ 太 陽 光発電 設備の最上部はできる だけ低くし、周囲の景 観から突出しないよう 努めるものとする。  
・ 太 陽 電池モ ジュールの色彩は、黒 色又は濃紺若しくは低 明度かつ低彩度とし、 できるだけ反射が少な く目立たないものを使用 するよう努める  

も の と する。  
・ 太 陽 電池モ ジュールのフレームの 色彩は、モジュール部 分と同系色とするよう 努めるものとする。  
・ パ ワ ーコン ディショナーや分電盤 などの付属設備の色彩 は、周辺の景観と調和 するものを使用するよ う努めるものとする。  
・ 公 共 空間・ 施設から望見できる場 所に設置する場合は、 植栽などによる修景を 施すよう努めるものと する。  

地形の外観の
変更を伴う鉱
物の掘採及び
土石の採取 

遮へい及び緑化 
・ 敷 地 内及び 敷地周囲の緑化に努め 、周囲の道路等からの 遮へいに配慮すること 。  

のり面又は擁壁
の外観及び緑化 ・ 掘採後ののり面等の事後処理については、周辺の景観との調和に配慮し緑化に努めること。  

土 地 の 区 画
形 質 の 変更 

土 地 の 形 状 及
び 緑 化  ・ 区画形質の変更の方法については、周辺の景観との調和に配慮するとともに緑化に努めること。 

のり面又は擁壁

の外観及び緑化 ・ 周 辺 の景観 との調和に配慮した形 態、材料とし、緑化に 努めること。  
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２．景観形成地域における行為の制限  

（１）届出対象行為 

景観形成地 域における届出対象行 為は、法第 16 条第１項の規定 に基づくと

ともに 、｢熊 本県景観条例 ｣及び「天草 町の景観を守り育てる条 例」における 届

出 対 象 との整 合を図り、以下のとお りとします。  
■ 景 観 形成地 域における届出が必要 な行為 

行 為 の種類 届 出 対象規模 

建
築
物 

新築、増築、改築又は移転若しくは撤去 ・当該行為に係る部分の床面積の合計が 10㎡ 
を超えるもの 

外観を変更することとなる修繕若しくは
模様替又は色彩の変更 

・当該行為に係る部分の面積の合計が 10㎡を 
超えるもの 

工
作
物  

新築、増築、
改築、移転
若しくは撤
去、外観を
変更するこ
ととなる修
繕若しくは
模様替又は
色彩の変更 

さく及び塀、擁壁 等  ・高さが1.5ｍを超えるもの （※２） 

記念塔、電波塔、物見塔、 
煙突、高架水槽、鉄筋コン 
クリート造りの柱、金属製 
の柱又は合成樹脂製の柱等 

・高さが５ｍを超えるもの 
（※１,２） 

電気供給又は有線電気通信
のための電線路又は空中線
の支持物 

・高さが10ｍを超えるもの 
（※２） 

遊戯施設、製造施設、貯蔵 
施設、処理施設、収納施設
等  

・高さが５ｍを超えるもの 
・築造面積が10㎡を超えるもの  （※２） 

広告塔又は広告板 ・表示面積が１㎡を超えるもの 
太陽光発電設備等 ・土地に自立した設備で、その敷地の用に 

供する土地の面積が100㎡を超えるもの 
又は発電出力が 10㎾以上のもの  （※２） 

鉱物の掘採又は土石の採取 ・当該行為の行われる土地の面積が500㎡を 
超えるもの 

・高さが1.5ｍを超えるのり面又は擁壁が 

生ずる切土又は盛土を伴うもの 
土地の区画形質の変更（土地の開墾及び水面
の埋立て又は干拓を含む） 

・変更に係る部分の土地の面積が 500㎡を 
超えるもの 

・  高さが1.5ｍを超えるのり面又は擁壁を 
生ずる切土又は盛土を伴うもの 

木竹の伐採 ・高さが10ｍを超えるもの 
・伐採面積が500㎡を超えるもの 

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他
の物件の堆積 

・高さが1.5ｍを超えるもの 
・当該行為に係る部分の水平投影面積が 100㎡ 

を超えるもの（建築物の存する敷地内で 
行う行為を除く） 

・90日を超えて継続する場合の当該堆積場に 
おける物件の堆積 

屋外における自動販売装置の設置 ・全てを対象 
広告物の設置又は外観の変更 ・はり紙、はり札、立看板、のぼり、ぼんぼり、 

広告網、アドバルーン及びこれらに類する 
もので、90日を超えて継続して掲出又は 
表示されるもの 

・表示面積が１㎡を超えるもの 
※１ 工作物が建築物と一体となって設置される場合にあっては、当該建築物の高さとの合計の高さ

とする。 
※２ 工作物において、増築又は改築後の高さ、又は築造面積が各届出対象規模を超えるものを含む。 
(注１)届出の適用除外行為については、上記のほか、景観法、景観法施行令及び景観条例施行規則に

規定されている。 
(注２)熊本県屋外広告物条例に基づく許可を受けるものを除く。 
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（２）景観形成基準 

 景観形成地域は、天草市の貴重な景観特性が象徴的に現われており、

特に良好な景観の形成を図っていく必要があります。 

 良好な景観形成を具体的に実現するために、景観形成地域ごとに、特

性及び方針を整理し、景観形成の基準を定めます。 

 

①天草景観形成地域 

■景観形成地域の特性及び基本方針 

ゾ ー ン  景 観 形 成地域 の特性・基本方針 

本 渡 ・五

和 景 観形

成 ゾ ーン  

 穏やか な磯と入り江をもつ海 岸線と、緩やかな緑の 丘陵地から

なり、海 岸線には海水浴場等の レクリエーション施設 が立地して

います。五和地 区には、新しい天草の玄関口 天草空港があります 。 
・ 建 築 物等の築造にあたっては、周囲の自然景観との調和に配慮  
 し た 意 匠、形態とし、海岸線や緑地の保全・創造を図り、自然  
 豊 か で ゆと りある施設づくりに努 めます。  
・ 区 画 形質の変更にあたっては、既存の地形形状を生かした造成  
 を行うと ともに、やむを得ず構築す るのり面、擁壁については 、 
 十 分 な 緑化 に努め、自然と調和し た景観づくりを図りま す。  
・ 集 落 については、地域の伝統的な建築様式や材料に配慮し、統  
 一 感 の ある 集落景観づくりに努め ます。  

沿
道
景
観
形
成
ゾ
ー
ン 

Ａ １  天草地域 の主要動線である国 道 324 号等の沿線のうち、 集落、

田園、自 然景観地域を貫く沿道 地域であり、極めて重 要な視点場

と し て 天草を 印象づける地区となっ ています。  
・集落地につ いては、伝統的な建築様式、材 料等に十分配慮して 、 
 地 域 の 統一 感を大事にした景観形 成に努めます。  
・ 沿 道 サービス施設等については、周囲の集落との基調に配慮し  
 た 意 匠 、形態とするとともに、看板等も建物と一体感のあるも  
 の と し 、地 域になじんだ景観形成 に努めます。  
・ 広 告 ・看板等については、海への眺望に配慮し、できるだけ山  
 側 に 設 置するとともに、意匠、形態についても十分配慮し、周  
 囲 の 景 観に なじんだものとなるよ う努めます。  
・ 海 岸 構造物については、主要道路や海上からの眺望に配慮し、  
 自 然 石 等の活用や位置、形態を考慮し、周囲となじむような景  
 観 形 成 に努 めます。  
・ 道 路 沿いについては、草花や花木による緑化に努め、潤いのあ  
 る 沿 道 景観 の形成を進めます。  

Ａ ２  天草地域 の主要動線である国 道 324 号等の沿線のうち、 地域・

沿道の商 業サービス施設の集積 の高い地域であり、地 域住民や観

光 客 に とって も顔となる重要な地区 です。  
・ 建 築 物は、できるだけ道路から後退した位置とし、ゆとりの空  
 間 を 確 保して緑化に努め、潤いに満ちた景観形成に努めます。  
・ 建 築 物の意匠、形態は、できるだけ落ち着いたものとするとと  
 も に 、 看板等も一体的な意匠、形態とし、風格ある市街地、沿  
 道 景 観 の形 成に努めます。  
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■天草景観形成地域における景観形成のための基準

 本渡・五和景観形成ゾーン 

建
築
物
等 

位 
 

置 

道路からの位置 
・敷地の許す範囲で、道路からできるだけ後退した位置とし、沿道にゆとりの空間を確保するものとする。

・観光、宿泊施設は、道路境界から5ｍ以上後退するように努めるものとする。 

隣接地からの位置 ・隣接する敷地境界からできるだけ離した位置とし、隣接相互において空間を確保するとともに、沿岸部においては、海への眺望を確保するように努めるものとする。

配置 

・敷地内における建築物及び工作物の規模及び位置等を勘案し、十分にゆとりとつり合いのとれた配置とする。

・周囲の基調となる景観と調和のとれる配置とする。 
・観光、宿泊施設は、自然や地域の背景との調和に配慮したものとするとともに、ゆとりのある施設配置になるように努めるものとする。

外 
 
 

観 

意匠・形態 

・周辺の基調となる景観と調和を図り、景観のまとまりを保つとともに、遠景との調和に配慮するように努めるものとする。一般住宅は、できるだけ周辺集落の建築様式と調和した、統一感のある集落景観形成に努めるものと

する。  
・観光、宿泊施設は、自然や地域背景と十分調和したものとなるように努めるものとする。 

・屋根は、勾配のある屋根とするように努めるものとする。ただし、周辺の状況を勘案し、景観形成上支障のないものについては、この限りでない。

・空調及び給排水等の設備は道路から見えない場所に設置するか、覆いをする等、建築物本体及び周辺の景観との調和に配慮するように努めるものとする。

・屋外階段は、建築物と一体感を保つデザインとするなど、周辺の景観との調和に配慮するものとする。やむを得ない場合は、ルーバー等で覆い、目立たない位置に設けるように努めるものとする。

規模 

・基調となる景観との調和が図られるよう、建ぺい率をできるだけ低く抑え、敷地内の空間確保を図るものとする。

・観光、宿泊施設の建ぺい率は、30％を超えないよう努めるものとする。 

材料 
・材料は耐久性・耐候性に優れ、たい色・はく離等のおこりにくいもので、質感が豊かなものを用いるものとする。一般住宅は、できるだけ周辺集落の建物で使われている素材とし沿道景観との統一感に配慮するように努めるものとする。

 

色彩 

・外壁及び屋根の色彩は、以下のものを基準とし、周辺の集落、まち並み等の建築物や周辺と調和した落ち着いたものを用いるものとする。また、同一敷地内における建築物は、色調を統一するとと

ものとする。 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。 

【外壁】 
[基準色] 全ての色相：明度６以上、Ｒ(赤)・ＹＲ(黄赤)：彩度５以下、Ｙ(黄)：彩度４以下、その他の色相：彩度２以下

[推奨色] 全ての色相：明度８以上、Ｒ(赤)・ＹＲ(黄赤)・黄(Ｙ)：彩度３以下、その他の色相：彩度１以下

【屋根】 

 [基準色] Ｎ(無彩色)：明度６以下、Ｒ(赤)・ＹＲ(黄赤)・Ｙ(黄)・ＰＢ(青紫)：明度５以下 彩度３以下、その他の色相：明度５以

[推奨色] Ｎ(無彩色)：明度６以下、Ｒ(赤)・ＹＲ(黄赤)・Ｙ(黄)・ＰＢ(青紫)：明度５以下 彩度２以下、その他の色相：明度５以下、彩度１以下

・観光、宿泊施設の屋根、外壁の色彩は、自然や地域の背景との調和に配慮するものとする。 
・一団の別荘については、色彩の統一性に配慮するものとする。 

広告物に関する事項 

・屋上には、広告物を設けないよう努めるものとする。 
・壁面に設ける広告物等は、規模、意匠、形態、色彩などが建築物本体と調和するよう努めるものとする。

・のぼり、はり紙、広告網等の簡易広告物はできるだけ行わないよう努めるものとする。 

敷
地
の
緑
化 

 ・敷地内の木竹は、できる限り保全に努めるとともに、敷地の周囲には周辺の景観との調和を図るため、緑化を施すように努めるものとする。

・観光、宿泊施設にあっては、次の点に配慮するものとする。 
※建築物と調和し、周辺の景観との一体感ができるような緑化に努めるものとする。 
※敷地が道路や隣接地と接する部分には、樹木、草花等により修景、緑化に努めるものとする。 
※敷地内の擁壁やのり面等の構造物は、低木、ツタ等により修景、緑化に努めるものとする。 
※大規模な駐車場は、樹木などによる緑化に努めるものとする。 
・樹種の選定にあたっては、自然植生を考慮し、まち並みとの調和に努めるものとする。 

工
作
物 

さく、塀、擁壁等 

・高さはできるだけ低くし、規模、意匠、形態、色彩などは、周辺の景観との調和に配慮するように努めるものとする。

・道路側に設けるさく、塀、擁壁は、できるだけ道路から後退させ、修景、緑化に努めるものとする。

・材料は、耐久性、耐候性に優れ、たい色、はく離等のおこりにくいもので、質感が豊かなものを用いるものとする。集落内にあって

は周辺集落の景観基調に配慮するように努めるものとする。 
・海岸部に設ける擁壁はできるだけ自然素材を活用し、海岸線との調和に配慮する。 

記念塔、電波塔、物見塔、
煙突、高架水槽、鉄筋コン
クリート造りの柱、金属製
の柱、合成樹脂製の柱等 

・位置は、道路からできるだけ後退させ、海岸線には設置しないように努めるものとする。 
・規模、意匠、形態、色彩等は、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 
・敷地の周辺の緑化に努めるものとする。 
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 本 渡 ・ 五 和景 観形成ゾ ーン 
沿 道 景 観 形成 ゾーン 

Ａ － 1 Ａ － 2 

工

作

物  

電 気 供 給 又は 有線電
気 通 信 の ため の電線
路 又 は 空 中線 の支持
物  

・ 電 線 路 の位 置は、周 辺の景 観に配慮 したもの とする 。  
・ 電 線 敷 はで きるだけ まとめ て、少な くなるよ うに努 めるもの とする 。   
・ 電 柱 広 告は 、できる だけ行 わないよ うに努め るとと もに、色 彩は、 周辺の景 観との調 和に配 慮するよ うに努め るもの とする。  
・ 電 線 の 道路 横断は、 できる だけ少な くするよ うに努 めるとと もに、 直角横断 になるよ うに努 めるもの とする。  
・ 景 観 上 重要 な場所に 設ける ものにつ いては、 規模、 意匠、形 態、色 彩等、周 辺の景観 との調 和に配慮 するもの とする 。  

太 陽 光 発 電設 備等 

・ 道 路 等 の公 共用地に 接する 敷地境界 線からで きるだ け後退し た位置 とするよ う努める ものと する。  
・ 全 体 的 にま とまりの ある意 匠とし、 周辺の景 観との 調和に配 慮する ものとす る。  
・ 太 陽 光 発電 設備の最 上部は できるだ け低くし 、周囲 の景観か ら突出 しないよ う努める ものと する。  
・ 太 陽 電 池モ ジュール の色彩 は、黒色 又は濃紺 若しく は低明度 かつ低 彩度とし 、できる だけ反 射が少な く目立た ないも のを使用 するよう 努める ものとす る。  
・ 太 陽 電 池モ ジュール のフレ ームの色 彩は、モ ジュー ル部分と 同系色 とするよ う努める ものと する。  
・ パ ワ ー コン ディショ ナーや 分電盤な どの付属 設備の 色彩は、 周辺の 景観と調 和するも のを使 用するよ う努める ものと する。  
・ 公 共 空 間・ 施設から 望見で きる場所 に設置す る場合 は、植栽 などに よる修景 を施すよ う努め るものと する。  
・ 海 へ の 眺望 に配慮し 、海側 となる道 路沿線に は設置 しないよ う努め るものと する。  

木 竹 の 伐 採及 び事後の 緑

化 に 関 す る事 項 

・ 木 竹 の 伐採 は、その 目的に 応じ、必 要最小限 となる ように努 めるも のとする 。  
・ 木 竹 の 伐採 は、伐採 地域の 周辺の樹 木を残す ように 努めるも のとす る。  
・ 樹 姿 が 優れ 修景に生 かせる 樹木は、 できるだ け残す ように努 めるも のとする 。  
・ 伐 採 を 行っ た場合は 、事後 の土地利 用に応じ 、周辺 の植生を 勘案し て緑化に 努めるも のとす る。  

屋 外 に お ける 物件の堆 積

の 方 法 及 び遮 へいに関 す

る 事 項  

・ 物 件 の 堆積 の位置、 形態は 、できる だけ目立 たない ように努 めるも のとする 。  
・ 敷 地 の 周辺 は、常緑 の高木 、中木に よる緑化 等、遮 へいのた めの措 置を施す ように努 めるも のとする 。  

鉱 物 の 掘 採 及 び 土 石等 の

採 取 の 際 の 遮 へ い 及び 事

後 の 緑 化 に関 する事項  

・ 掘 採 は 、周 辺からで きるだ け見えな いような 方法を とり、周 辺の景 観との調 和に配慮 するも のとする 。  
・ 掘 採 中 は、 敷地の周 囲を高 木等によ り遮へい 、修景 に努める ものと する。  
・ 掘 採 終 了後 は、敷地 の緑化 復元に努 めるもの とする 。  

土 地 の 区 画形 質の変更 後

の 土 地 の 形状 及び緑化 に

関 す る 事 項 

・ 土 地 の 区画 形質の変 更は、 既存の土 地形状を 生かし たものと し、周 辺の景観 となじむ ように 配慮する ものとす る。  
・既存 の地形形 状を生か した造 成を行い 、の り面 、擁壁の 発生を できるだ け抑える ように 努めるも のと する 。また 、発生 したのり 面に対 しては 、緑化 を図ると ともに 、や むを得ず 擁

壁 を 設 け る場 合は、前 面に植 栽を施す ことによ り周辺 の景観と なじむ ように配 慮するも のとす る。  
・海岸沿 いの土地 の区画 形質の変 更は、できるだ け自然 の海岸線 を生か すように 努めると ともに 、護岸 等の海岸 構造物の 材料は 、自然 素材を主 とし、周辺の 景観と調 和する ように配

慮 す る も のと する。  
・ 土 地 の 区画 形質の変 更が連 担して見 えないよ うに、 敷地周辺 にでき るだけ緩 衝緑地帯 を確保 するよう に努める ものと する。  
・ 宅 地 開 発等 にあたっ ては、 道路側 5ｍ 以上の 緑地を設 けるよ うに努め るものと する。   
・ 敷 地 は 、自 然植生や 周辺の 樹木と調 和した樹 種によ り緑化に 努める ものとす る。  
・区画形 質変更 の対象区 域の 25％ 以上を 緑地とし て確保す るよう に努める ものと する。ただ

し 、 周 辺 の状 況を勘案 し、景 観形成上 支障のな いもの について は、こ の限りで はない。  
 

・宅 地開発等 を目的 とした区 画形質 の変更は、平均区 画割面積 をできる だけ大 きくする よう

に 努 め る もの とする。  
 

屋 外 に お け る 自 動 販売 装

置 の 設 置 方 法 に 関 する 事

項  

・ 自 動 販 売装 置の位置 は、道 路からで きる限り 後退さ せるとと もに、 建物と一 体に管理 できる 状態にな るように 努める ものとす る。  
・ 海 へ の 眺望 に配慮し 、海側 となる道 路沿線に は設置 しないよ う努め るものと する。   

広 告 物 に 関す る事項 

・ 位 置 は 、道 路からで きる限 り後退さ せるよう に努め るものと する。  
・ 海 へ の 眺望 に配慮し 、海側 となる道 路沿線に は設置 しないよ う努め るものと する。  
・ 設 置 数 を極 力抑える ととも に、規模 、意匠、 形態は 、周辺の 景観に 調和する ように努 めるも のとする 。  
・ 材 料 は 、耐 久性、耐 候性に 優れ、た い色、は く離な どおこり にくい もので、 質感が豊 かなも のを用い るものと する。  
・ 色 彩 は 、周 辺の景観 との調 和が図れ るものと し、多 色使いを 避ける ように努 めるもの とする 。  ・周辺の景 観との 調和が図 れるも のとし 、

多 色 の 使 用を 避けるよ うに努 めるもの

と す る 。  
・ 周 辺 の 自然 景観、集 落の基 調となじ むように 努める ものとす る。  

 
＊ 建 築 物 等（ 遊戯施設 、プラ ント施設 、立体的 収納施 設、汚物 ・ゴミ 処理施設 、石油・ ガス・ 液化石油 ガス貯蔵 処理施 設を含む ）  
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②牛深景観形成地域 

■景観形成地域の特性及び基本方針 

ゾ ー ン  景 観 形 成地域 の特性・基本方針 

ウ ォ ーター 

フ ロ ン ト 

ゾ ー ン  

牛深の原風 景である海と、海と共生す るまちに触れることの で

きるゾーン です。最も牛深らしく、景観形成 を進めていく上で 、

先 導的役 割を果 たし、 景観形 成による まちづ くりを 住民に 広く

知 ら し める地 区です。  
○ ハイヤ 大橋や 海から の眺め を美し く保ち 、海の まち天 草市牛

深 町 を 印象づ ける景観形成に努めま す。  
○ 港とと もにあ る伝統 的集落 を保全 し、海 と一体 となっ た生活

文 化 を 感じさ せる景観形成に努めま す。  
○ 海と港 をめぐ り、多 彩な水 辺のシ ーンを 演出す るウォ ーター

フ ロ ン ト景観 の形成に努めます。  
○ 海と調 和し、 かつ海 浜部と しての 明るさ を醸し 出すよ う、明

る く 穏 やかな 色彩を用います。  
 商 業系

エ リア 

・ 店舗、 事務所 は開放 性を高 め、明 るく賑 わいの あるま ち並み

の 形 成 に努め ます。  
・ 塔屋、 パラペ ット、 屋上設 備等、 建築物 の屋上 のデザ インに

配 慮 し ます。  
・ 建築物 の色彩 は、低 彩度色 を基調 とし、 高彩度 色はア クセン

ト 的 な 利用に 限ります。  
・ 建 築 物の敷 地際や海側の緑化に努 めます。  
・ 広告物 は過剰 となら ないよ う面積 、数に 留意し 、屋外 広告の

デ ザ イ ンや野 立広告の高さに配慮し ます。  
住 居系

エ リア 

・ 漁村の 雰囲気 を継承 するよ う勾配 屋根と し、陸 屋根の ものは

周 辺 と 調和し たデザインに配慮しま す。  
・ 建物の 窓辺や ベラン ダは、 できる だけ牛 深らし い花木 による

緑 化 に 努めま す。  
産 業系

エ リア 

・ 大規模 な建物 は、建 物のボ リュー ム感を 軽減す るよう デザイ

ン的に配慮 し、色彩は背景から浮 き立たないように低彩 度色を

基 調 に 、殺風 景とならない配色に努 めます。  
・ 物 品 は、雑 然とならないよう整理 に努めます。  

中 心 市街地

ゾ ー ン  
牛深の都市 的イメージを代表する 所で、住民と来訪者が最も 交

流 す る ゾーン です。  
○ 牛深の 海と緑 の中に 美しく 融け込 む、統 一感と ゆとり のある

ま と ま りをも った景観形成に努めま す。  
○ まちへ の入口 、通り が印象 に残る 美しい まち並 みを備 えた景

観 形 成 に努め ます。  
○牛深の中心にふさわしい明るさと賑わいに満ちた景観形成に努めます。 
・塔屋、パラペット、屋上設備等、建築物の屋上のデザインに配慮します。 
・ 建築物 の色彩 は、低 彩度色 を基調 とし、 隣接す る建物 との調

和 に 配 慮し、 高彩度色はアクセント 的な利用に限ります。  
・ 屋外広 告や建 築物の ファサ ードを 隠す広 告物は 避け、 １店舗

あたりの面 積、数が過剰にならないよう にします。また、テン

ト 広 告 は建築 物本体とのデザインの 調和に配慮します。  
・ 敷 地 周辺や 駐車場の緑化を推進し ます。  
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■牛深景観形成地域における景観形成のための基準 

 ウォーターフロントゾーン 
中心市街地ゾーン 

商業系エリア 住居系エリア 産業系エリア 

建 
 
築  
 
物  
 
等  

用 途 
・建物の 1階部分 は、でき るだけ商業 、業務系

の 用 途 と する。    
・ ハ イ ヤ 通り、中央通り に面する建物の１ 階部分は、でき るだけ

商 業 、 業 務系の用途とし 、賑わいのある中 心市街地の形成 に努

め る も の とする。  
位 置 ・ 通 り に 面する壁面の位 置は、できるだけ 隣接する建物の 壁面に揃えるも のとする。  

外 
 
 
 
 
観  

意  
 
匠  
 
・  
 
形  
 
態  

・ 塔 屋 は 建物本体と一体 感のあるデザイン とし、建物から 突出しないよう 配慮するとともに 、周辺のまち並 みに調和するよ う努めるものと する。  
・ 屋 上 に 備える空調設備 、給水設備等は覆 いをし、建物と 同色の着色を施 すなど、高い場所 から見た時の景 観に配慮するも のとする。  
・ 屋 上 以 外に設置される 空調設備や屋外階 段等の設備は、 道路から直接見 えない場所に設置 したり、建物本 体と一体として 感じられるよう な配慮を行い、周 辺の景観に調和 するよう努める ものと

す る 。  
・ 建 築 物 等の高さ、配置 は、できるだけ連 続したまち並み のラインになる よう配慮するもの とする。  ・ 店舗、事 務所で は、ショ ーウィ ンドーの 設置等 により開 放性を

高め 、明るく賑 わいのあるまち 並みの形成に努 めるものとする 。 

・ 日よけテ ントは 、建物と 調和の とれたデ ザイン とする。 また、

デ ザイン や設置 する高 さは、 隣接す るテント とでき るだけ 揃え

る よ う に 努めるものとす る。 

・ 屋根は勾 配屋根 を原則と し、や むを得ず 陸屋根 とする場 合は、

パ ラペッ ト、塔 屋のデ ザイン に十分 配慮する ととも に、庇 、軒

な ど を 設 けるものとする 。 

・店 舗、事務所 では、ショ ーウィンド ーの設

置 等により 開放性を 高め、明 るく賑わ いの

あ る ま ち 並みの形成に努 めるものとする。 

・ 日 よ け テントは、建物と調和のとれたデザ

イ ン と する。また、デザインや設置する高

さ は 、 隣接するテントと、できるだけ揃え

る よ う に 努めるものとす る。  

・屋根は勾配 屋根を原則とし、やむ を

得ず 陸屋根とする 場合は、パラ ペッ

ト、 塔屋のデザイ ンに十分配慮 する

とと もに庇、軒な どを設けるな どし

て伝 統的漁村集落 に融け込むよ う努

め る も の とする。  

・ 大規模な 建物は、 建物のボ リュー ム感

を 軽減す るよう デザイ ン的に 配慮する

も の と す る。  
・ 物品は雑 然となら ないよう 整理に 努め

る 。  

材
料 

・ 潮 風 に よる腐食等に十 分考慮し、耐久性 に優れ、たい色 、はく離のおこ りにくい材料とす る。  
・ 質 感 豊 かな材質を用い 、表情のあるまち 並みの形成に努 めるものとする 。  

色 
 
 
 
 
彩  

・ 外 壁 の 基調となる色は 、海浜部としての 明るさを醸し出 すよう、明るく 穏やかな色彩を用 いる。  
① 無 彩 色 は、明度 6 以 上  
② Ｒ (赤 )、 ＹＲ (黄赤 )系の 色相は、明度 6 以 上 、 彩度 6 以 下  
③ Ｙ (黄 )系 の色相は、明 度 6 以 上 、彩度 4 以 下  
④ そ の 他 の色相は、明度 6 以 上、 彩度 2 以 下  
な お 、 自 然素材を用いる 場合はこの限りで ない。また、高 彩度色はアクセ ント的な利用に限 るものとする。  

・ 外 壁 の 基調となる色は 、中心市街地とし ての活気を醸し 出すと

と も に 、 隣接する建物と の調和に配慮した 色彩を用いる。  
① 無 彩 色 は、自由  
② Ｒ (赤 )、 ＹＲ (黄赤 )系の 色相は、彩度 6 以 下  
③ Ｙ (黄 )系 の色相は、彩 度 4 以 下  
④ そ の 他 の色相は、彩度 2 以 下  
な お 、 自 然素材を用いる 場合はこの限りでない。また、高彩度色

は ア ク セ ント的な利用に 限るものとする。  
屋 根 の 基 調となる色は、 まち並みとの調和 を図る色彩を用 いる。  
① 無 彩 色 は、明度 6 以 下  
② Ｒ (赤 )、 ＹＲ (黄赤 )系の 色相は、明度 5 以 下 、 彩度 6 以 下  
③ Ｙ (黄 )の 色相は、明度 5 以 下、 彩度 4 以 下  
④ そ の 他 の色相は、明度 5 以 下、 彩度 2 以 下  
な お 、 自 然素材を用いる 場合はこの限りで ない。  
ま た 、 シ ンボル的な建物 の使用の場合は、 別途協議するこ とができるもの とする。  

敷 地 の 
緑 化  

・ 敷 地 内 の木竹は、でき るだけ保全に努め るとともに、道 路に面した建物 の敷地際や窓辺は 、牛深らしい花 木による緑化を 施すよう努める ものとする。  
・海岸に 面した建物の敷 地際、建物の窓辺 やベランダは、できるだけ牛深ら しい花木等によ る、修景・緑化に 努めるものとす る。 ・ 建 物 の 前の広場や駐車 場には、できるだ け多くの緑化を 施し、

周 辺 の 景 観と調和するよ う努めるものとす る。  

工
作
物 

さく、塀、
擁壁等 

・ 海 側 に はできるだけ設 けないよう努める ものとする。や むを得ず設ける 場合は高さをできるだけ低くし、生垣や石垣などを用

い 、 海 か ら見た景観が閉 鎖的にならないよ う努めるものと する。  
・ 道 路 側 に設ける場合は 、生垣とするなど まち並みとの調 和に配

慮 す る も のとする。  

太陽光 
発電設備
等 

・ 道 路 等 の公共用地に接 する敷地境界線か らできるだけ後 退した位置とす るよう努めるもの とする。  
・ 全 体 的 にまとまりのあ る意匠とし、周辺 の景観との調和 に配慮するもの とする。  
・ 太 陽 光 発電設備の最上 部はできるだけ低 くし、周囲の景 観から突出しな いよう努めるもの とする。  
・ 太 陽 電 池モジュールの 色彩は、黒色又は 濃紺若しくは低 明度かつ低彩度 とし、できるだけ 反射が少なく目 立たないものを 使用するよう努 めるものとする。  
・ 太 陽 電 池モジュールの フレームの色彩は 、モジュール部 分と同系色とす るよう努めるもの とする。  
・ パ ワ ー コンディショナ ーや分電盤などの 付属設備の色彩 は、周辺の景観 と調和するものを 使用するよう努 めるものとする 。  
・ 公 共 空 間・施設から望 見できる場所に設 置する場合は、 植栽などによる 修景を施すよう努 めるものとする 。  
・ 海 へ の 眺望に配慮し、 海側となる道路沿 線には設置しな いよう努めるも のとする。  

広告物に 
関する事項 

・ 広 告 物 を掲出する場合 は面積、設置数と もに最小限とす るよう努めると ともに、建物本体 及び周辺の建物 と調和したデザ インとするよう 配慮するものとす る。  
・ 屋 上 広 告物は、できる だけ掲出しないよ うに努めるもの とする。やむを 得ず掲出する場合 は、まち並みか ら突出しないデ ザインとするほ か、建物と一体と して感じられる ものとするよう 努める

も の と す る。  
・ 建 物 自 体の壁面を隠す ような広告物は設 けないよう努め るものとする。  
・ 材 料 は 、耐久性に優れ 、たい色、はく離 などのおこりに くいもので、質 感豊かなものを用 いるよう努める ものとする。  
・ 高 彩 度 色はアクセント としての利用を基 本とし、周辺の 景観との調和に 配慮すること。ま た、多色使いを 避けるように努 めるものとする 。  
・ 広 告 幕 、のぼり、旗な どは、できるだけ 掲出しないよう 努めるものとす る。  
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③天草町に係る景観形成地域 

■景観形成地域の特性及び基本方針 

地 域 及 び区域  景 観 形 成地域 の特性・基本方針 

下田景観形成地域 【 特 性】  

当地域は 、雄大な夕日が 沈む天草灘に面する温

泉郷で、中心部を 下津深江川が流れ、情緒豊か な

観 光 宿 泊地と なっています。 

【 基 本方 針】 

・来 訪者のニーズ にあった、地 域性豊かで ゆとり

と潤 いの満ちた温 泉街としての 景観形成を 図りま

す 。  

高浜景観形成地域 【 特 性】  

当 地 域 は、天 草灘に面し、白鶴浜海水浴場やキ

ャ ン プ 場等を 有する、豊かな自然環境に恵まれて

い ま す 。  
【 基 本方 針】 

・ 自 然 最大の 天草陶石の集散地でもあり、これら

の 資 源 と豊か な自然を融合した観光拠点としての

景 観 形 成を図 ります。  
福連木景観形成地域 【 特 性】  

 当 地 域 は、 天草町の玄関口で子守唄発祥の地と

し て 知 られて います。福連木神社の鎮守の森を中

心 に 、 落ち着 いた山村景観が広がり、豊かな緑や

清 流 が 地域の 特徴となっています。  
【 基 本方 針】 

・ 天 草 町の玄 関口として、緑と水が豊かで落ち着

い た 山 村・沿 道景観の形成を図りま す。  
大江景観形成地域 【 特 性】  

 当 地 域 は、 大江教会を中心としたキリシタンゆ

か り の 地であ り、遊歩道や周辺整備が進められて

い ま す 。  
【 基 本方 針】 

・ 地 域 の観光 資源を生かし、キリシタン文化の香

り 漂 う 、落ち 着いた農村景観の形成を図ります。  
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■下田景観形成地域の区域 
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■高浜景観形成地域の区域 
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■福連木景観形成地域の区域  
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■大江景観形成地域の区域  
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■天草町に係る景観形成地域における景観形成のための基準 

 

 

 

 下田景観形成地域 高浜景観形成地域 福連木景観形成地域 大江景観形成地域 

建 
 
築 
 
物 
 
等 

位置 配置 ・建築物等の敷地内の位置は、敷地の許す範囲で道路からできるだけ後退した位置とし、沿道に可能な限り空間を確保するものとする。 

外 
 
 
 
観 

意匠・形態 

・住宅等の意匠は、周囲の伝統的な建築様式と違和感のないものとする。 
・屋根については勾配のあるものとし、できるだけ瓦葺とする。 
・店舗等の商業施設は、周囲の景観に配慮してできるだけ、
落ち着いたものとする。 

・旅館等の意匠、形態については、可能な限り日本の伝統
的な和風建築様式となるよう配慮するものとする。 

・店舗、民宿等の商業、サービス施設は、周囲の景
観に配慮してできるだけ、落ち着いたものとする。 

・店舗等の商業施設は、周囲の景観に配慮してで
きるだけ、落ち着いたものとする。 

・店舗、民宿等の商業、サービス施設は、周囲の集落景観と
なじんだ落ち着いた意匠、形態とする。 

材料 ・素材については、自然素材やそれに近いものを活用するよう配慮するものとする。 

色彩 

・落ち着きのある景観とするため、周囲の建物の色彩とか
け離れないよう、低明度、低彩度を基準色とする。 

※詳細は色彩基準を参照 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。 

【自然・住宅地ゾーン】 
・自然を背景とした落ち着きのある景観とするため、

周囲の建物の色彩とかけ離れないよう、低明度、
低彩度を基準色とする。 

【観光・業務ゾーン】 
・空と海を背景とした明るいイメージの景観とする
ため、高めの明度、低彩度を基準色とする。 

※詳細は色彩基準を参照 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。 

・自然を背景とした落ち着きのある景観とするた
め、周囲の建物の色彩とかけ離れないよう、低明
度、低彩度を基準色とする。 
※詳細は色彩基準を参照 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものと
する。  

・自然との調和に配慮し、周囲の建物の色彩とかけ離れない
ように低彩度の色彩を基準色とする。 

※詳細は色彩基準を参照 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。 

広告物に関する事項 ・附帯する広告物等は建物との一体感に配慮するものとする。 

敷地の緑化 

―  ・既存の樹木はできるだけ保全するものとする。 
―  ・敷地内に発生するのり面や擁壁は、低木やツタによる緑化に努めるものとする 

・大規模な駐車場については、敷地の周囲だけでなくでき
るだけ敷地内も、緑化に努めるものとする。 

・大規模な駐車場については、できるだけ高中木等
で敷地内も緑化に努めるものとする。 

・大規模な駐車場については、敷地の周囲だけでな
く 、高中木等で敷地内も緑化に努めるものとする。 

・大規模な駐車場については、できるだけ高中木等で敷地内
も緑化に努めるものとする。 

・敷地内はできるだけ緑化に努めるものとし、特に道路側については、椿等花木で緑化を図るものとする。なお、
敷地に余裕がない場合には、花壇やフラワーポット等による潤いのスペースづくりに努めるものとする。 

・敷地内はできるだけ緑化に努めるものとし、特に道路側については、椿等花木で緑化を図るものとする。 

工 
作 
物 

さく、塀、擁壁等 
・さく、塀については、できるだけ生垣とするか自然素材を活用するものとする。 
・擁壁については、規模を最小限とし、全面を緑化するよう努めるものとする。 

太陽光発電設備等 ・道路等の公共用地に接する敷地境界線からできるだけ後退した位置とするよう努めるものとする。 
・全体的にまとまりのある意匠とし、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 
・太陽光発電設備の最上部はできるだけ低くし、周囲の景観から突出しないよう努めるものとする。 
・太陽電池モジュールの色彩は、黒色又は濃紺若しくは低明度かつ低彩度とし、できるだけ反射が少なく目立たないものを使用するよう努めるものとする。 
・太陽電池モジュールのフレームの色彩は、モジュール部分と同系色とするよう努めるものとする。 
・パワーコンディショナーや分電盤などの付属設備の色彩は、周辺の景観と調和するものを使用するよう努めるものとする。 
・公共空間・施設から望見できる場所に設置する場合は、植栽などによる修景を施すよう努めるものとする。 
・海への眺望に配慮し、海側となる道路沿線には設置しないよう努めるものとする。 

木竹の伐採及び事後の緑
化に関する事項 

・伐採は、その用途に応じて必要最小限とし、良好な樹木はできるだけ保全するものとする。 
・伐採後はできるだけ緑化を図るものとする。 

屋外における物件の堆積
の方法及び遮へいに関す
る事項 

・物品の集積の位置、形態については、できるだけ目立たないようにする。 
・敷地の周囲は緑等による遮へいに努めるものとする。 

土地の区画形質の変更後
の土地の形状及び緑化に
関する事項 

・できるだけ自然の地形を生かした造成に努め、のり面、擁壁が発生しないように努めるものとする。やむを得ず発生するのり面、擁壁は緑化に努めるものとする。 
―  ・土石、鉱物の掘採にあたっては、緑等による遮へいに努めるとともに、完了後は速やかに緑化復元に努めるものとする。 

―  ・樹木については、できるだけ保全し、修景に生か
すものとし、併せて緑化に努めるものとする。 

・樹木については、できるだけ保全し、修景に生
かすものとする。 

・樹林については、できるだけ保全し、修景に生かすものと
し、併せて緑化に努めるものとする。 

―  ―  ・対象地域の周囲についてはできるだけ緑化に努
めるものとする。 ―  

広告物に関する事項 

・設置の位置はできるだけ道路から後退した位置とし、足
元の緑化等に努めるものとする。 

・設置の位置はできるだけ道路から後退した位置とする。 ・設置の位置はできるだけ道路から後退した位置とし、大江の教
会の周囲については特に設置位置に配慮するものとする。 

・意匠、形態については周辺の景観に調和するよう努めるものとし、多色使いは避けるものとする。 
・材料は耐久性、耐候性に優れ、たい色、はく離のおこりにくいもので質感豊かなものとする。 
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■天草町に係る景観形成地域における建築物等の色彩基準 

■基準色…地域の良好な景観を保持するため、最低限守ることを求める色彩の範囲 

■推奨色…基準色のうち、地域の個性ある景観創出のため、使用をすすめる色彩 

■避けたい色…上記以外の色彩 

 
下田景観形成地域 

高浜景観形成地域 
福連木景観形成地域 大江景観形成地域 

自然・住宅地ゾーン 観光・業務ゾーン 

基
準
色 

外 壁 基 準 色  

Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

Ｒ (赤 )  
明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ６ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ６ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ５ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ５ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  

ＹＲ (黄 赤 )  
明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ５ 以 下  
Ｙ(黄 )  

明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  
Ｙ(黄 )  

明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  
Ｙ(黄 )  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ３ 以 下  
Ｙ(黄 )  

明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ３ 以 下  

Ｙ(黄 )  
明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  
その 他  

明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ４ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 １ 以 下  

その 他  
明 度 ４ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
― ― ― ― ― ― ― ― 

屋 根  

Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

Ｒ (赤 )  
明 度 ３ 以 上 ６ 以 下 、 

彩 度 ４ 以 下  
Ｒ (赤 )  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ７ 以 下  
Ｒ (赤 )  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ ・ Y ・ ＰＢ 

(赤 ・ 黄 赤 ・ 黄 ・ 紫 )  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ３ 以 下  

ＹＲ ・ ＰＢ 

(黄 赤 ・ 紫 )  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  

ＹＲ ・ ＰＢ 

(黄 赤 ・ 紫 )  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  
ＰＢ(紫 )  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  

ＹＲ ・ ＰＢ 

(黄 赤 ・ 紫 )  

明 度 ３ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ４ 以 下  
その 他  

明 度 ３ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 １ 以 下  

その 他  
明 度 ３ 以 上 ４ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ３ 以 上 ６ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ３ 以 上 ６ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
その 他  

明 度 ３ 以 上 ４ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
― ― 

推
奨
色 

外 壁 基 準 色  

Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ５ 以 上 ８ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ５ 以 上 ７ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ６ 以 上 ９ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ６ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ５ 以 上 ７ 以 下  

ＹＲ ・ Ｙ 

(黄 赤 ・ 黄 )  

明 度 ５ 以 上 ８ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

ＹＲ ・ Ｙ 

(黄 赤 ・ 黄 )  

明 度 ５ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

ＹＲ ・ Ｙ 

(黄 赤 ・ 黄 )  

明 度 ６ 以 上 ９ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

ＹＲ ・ Ｙ 

(黄 赤 ・ 黄 )  

明 度 ４ 以 上 ６ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

ＹＲ ・ Ｙ 

(黄 赤 ・ 黄 )  

明 度 ５ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

屋 根  

Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ６ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  Ｎ (無 彩 色 )  明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  

ＰＢ 

（ 紫 ）  

明 度 ４ 以 上 ６ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

ＰＢ 

（ 紫 ）  

明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
ＰＢ(紫 )  

明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
ＰＢ(紫 )  

明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

Ｒ ・ ＹＲ ・ Y ・ ＰＢ 

(赤 ・ 黄 赤 ・ 黄 ・ 紫 )  

明 度 ４ 以 上 ７ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  

― ― ― ― 
Ｒ ・ ＹＲ  

(赤 ・ 黄 赤 )  

明 度 ４ 以 上 ６ 以 下  

彩 度 ２ 以 下  
― ― ― ― 

 

 

 

 

 

※ 農 畜 産施設 は別途協議 

自 然 ・ 住 宅 地 ゾーン 

観 光 ・ 業 務 ゾーン 
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④﨑津・今富景観形成地域 

■景観形成地域の特性及び基本方針 

ゾーン 景観形成地域の特性・基本方針 

漁村景観 

形成ゾーン 

【特性】  

 﨑津地区は、天然の良港である羊角湾の穏やかな入り

江に面し、山地が直接海に接する急峻な地形に、漁業を

中心とした産業構造を有する地域である。集落には、

人々の生活の知恵や生業と一体となり形成されたカケ

や背戸屋が存し、地域色豊かな景観を形成している。 

 集落の中心には、伝統的文化の息づく地域社会のシン

ボルである﨑津教会を有し、自然・歴史・文化・生業が

調和した文化的景観を育んでいる。 

【基本方針】 

・建築物等の意匠、形態及び色彩は、﨑津教会への眺望

を阻害しないよう配慮するとともに、集落景観との調和

を図り、統一感のある集落景観の形成に努める。 

・海岸構造物については、主要な地点からの眺望や道路

からの眺望に配慮するとともに、自然石等の活用や位

置、形態など周囲となじむような景観形成に努める。 

・広告物については、一般広告物の掲出は行わないもの

とし、自家用広告物の意匠・形態は周辺の景観への調和

を図り、多色使いを避ける。 

農村景観 

形成ゾーン 

【特性】  

 今富地区は、﨑津の北の入り江の奥に位置し、背後を

山に囲まれた迫地形のわずかな平地に畑作や水田耕作

などの農業を中心とした産業構造を有する地域である。

集落は、平地の少ない典型的な中山間地域の純農村の景

観を形成している。 

 集落周辺には、今富神社など風習や伝承が残る歴史・

文化資源が数多く点在しており、地域の慣習や文化、生

業が調和した文化的景観を育んでいる。 

【基本方針】 

・建築物等の意匠、形態及び色彩は集落景観との調和を

図り、統一感のある集落景観に努める。 

・田畑と集落が調和した農村景観及び山林等の自然景観

を保全するため、農地や林地、河川等については、周辺

の景観との調和に配慮した維持管理に努める。 

・広告物については、一般広告物の掲出は行わないもの

とし、自家用広告物の意匠・形態は周辺の景観への調和

を図る。 
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■﨑津・今富景観形成地域の区域 
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【漁村景観形成ゾーン】 

河浦町﨑津字鵜渡崎の一部 

河浦町﨑津字村上の一部 

河浦町﨑津字宇土迫の全部 

河浦町﨑津字新月ヶ浦の全部 

河浦町﨑津字月ヶ浦の一部 

河浦町﨑津字中ノ迫の一部 

河浦町﨑津字登立の一部 

 

 

河浦町﨑津字向江山の一部 

河浦町﨑津字田代迫の一部 

河浦町﨑津字 小 高 濱の一部 

河浦町﨑津字 小 森の一部 

河浦町﨑津字 螢 目の一部 

河浦町﨑津字 藤 右 エ門 迫の一部 

【農村景観形成ゾーン】 

河浦町今富字梅 ノ木 の全 部  

河浦町今富字蛤 潟 の全 部  

河浦町今富字塩 浜 の全 部  

河浦町今富字塘 の全 部  

河浦町今富字前田の全 部  

河浦町今富字大 迫 口 の全 部  

河浦町今富字竹 ノ木 場 の全 部  

河浦町今富字志 茂 の全 部  

河浦町今富字町 ノ川 内 の全 部  

河浦町今富字大 碗 の全 部  

河浦町今富字西 ノ河 内 の全 部  

河浦町今富字中 川 原 の全 部  

河浦町今富字立 平 の全 部  

河浦町今富字夜 半 岳 の全 部  

河浦町今富字松 崎 田 の全 部  

河浦町今富字竹 ノ川 内 の全 部  

河浦町今富字二 反 田 の全 部  

河浦町今富字平 尾 の全 部  

河浦町今富字尾 崎 下 の全 部  

河浦町今富字尾 崎 の全 部  

河浦町今富字五 反 田 の全 部  

河浦町今富字夕 浦 の一 部  

河浦町今富字柿 川 原 の一 部  

河浦町今富字野 中 の全 部  

河浦町今富字大 坪 の全 部  

河浦町今富字中 瀬 貝 の全 部  

河浦町今富字鬼 作 の全 部  

河浦町今富字赤 毛 河 内 の全 部  

河浦町今富字白 木 迫 の全 部  

 

河浦町今富字下 道 の全 部  

河浦町今富字大 山 の全 部  

河浦町今富字出 口 の全 部  

河浦町今富字鳥 越 の全 部  

河浦町今富字抜 取 の全 部  

河浦町今富字中 山 の全 部  

河浦町今富字平 木 場 の全 部  

河浦町今富字申 位 の全 部  

河浦町今富字岩 迫 の全 部  

河浦町今富字中 ノ又 の全 部  

河浦町今富字立 石 の全 部  

河浦町今富字毛 角 の全 部  

河浦町今富字水 汲 川 内 の全 部  

河浦町今富字大 彬 の全 部  

河浦町今富字有 明 の全 部  

河浦町今富字孫 次 郎 の全 部  

河浦町今富字井 場 の全 部  

河浦町今富字貫 クサレの全 部  

河浦町今富字白 木 林 の全 部  

河浦町今富字山 下 の全 部  

河浦町今富字平 鞍 の全 部  

河浦町今富字小 平 の全 部  

河浦町今富字山 口 の全 部  

河浦町今富字荒 川 内 の全 部  

河浦町今富字柿 ノ平 の全 部  

河浦町今富字師 織 の全 部  

河浦町今富字新 造 平 の全 部  

河浦町今富字下 比 恵 木 場 の全 部  
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■﨑津・今富景観形成地域における景観形成のための基準 

 
基 準 内 容 

漁村景観形成ゾーン 農村景観形成ゾーン 

建
築
物
等 

位
置 

配置 

■ 隣接する敷地境界および道路から後退した位置とし、ゆとり空間の確保に努めるものとする。 

■ 道路に面する壁面の位置は、できるだけ隣接する建物の壁面に揃えるものとする。  

■ 立ち並ぶ家屋の間を通る通路（背戸屋）の形態は、できるだけ保存に努めるものとする。  

高さ 
■ 建物は２階までとし、高さは１０ｍ以下を原則とする。ただし、現存する社寺等についてはこの限りではない。 

■ 﨑津教会への眺望を阻害しないよう配慮するものとする。  

外
観 

意匠・形態 

■ 周辺の建築様式との調和を図り、統一感のある集落景観の形成に努めるものとする。 

■ 屋根は、勾配のあるものを原則とし、できるだけ瓦葺とする。 

■ 店舗、民宿等の商業、サービス施設は、周囲の集落景観と調和した落ち着いた意匠・形態とし、周囲の建築様式と違和感のないものとする。 

規模 ■ 周囲の建築物等との均衡を図り、敷地内の空間確保に努めるものとする。 

材料 
■ 材料は、潮風による腐食等を考慮し、耐久性に優れ、たい色、はく離のおこりにくいものとし、質感が豊かな材質を用いるものとする。 

■ 自然素材やそれに近いものの活用について配慮するものとする。 

色彩 

■ 外壁および屋根の基調となる色彩は、以下のものを基準とし、集落景観と調和した落ち着いたものを用いるものとする。 

なお、自然素材を用いる場合はこの限りではない。 

【外壁の基準色】 

・Ｎ（無彩色）：明度規制なし 、Ｒ（赤）ＹＲ（黄赤）Ｙ（黄）：彩度３以下 、その他の色相：彩度１以下。 

【屋根の基準色】 

・Ｎ（無彩色）：明度５以下 、Ｒ（赤）ＹＲ（黄赤）Ｙ（黄）：明度５以下・彩度３以下 、その他の色相：明度５以下・彩度１以下。 

■ 敷地内における建築物等については、多色の使用は避けるものとする。 

■ 高彩度色は、アクセント的な利用に限るものとする。 

広告物に関する事項 

■ 附帯する広告物は自家用広告物に限る。１事業所等につき１０㎡以内とし、１表示面積は５㎡以下とする。 ■ 附帯する広告物は自家用広告物に限り、建築物及び周辺景観と調和するよう努めるものとする。 

■ 屋上には、広告物を設けないよう努めるものとする。 

■ 壁面に設ける広告物は、規模、意匠・形態、色彩などが建築物本体と調和するよう努めるものとする。 

敷地の緑化 

■ 敷地内の既存木は、できるだけ保全に努めるものとする。 

■ 敷地内に発生するのり面や擁壁等の構造物は、低木やツタにより緑化に努めるものとする。 

■ 大規模な駐車場は、できるだけ高中木等による緑化に努めるものとする。 

■ 敷地内は、極力緑化に努めるものとする。 

 

工
作
物 

さく、塀、擁壁等 

■ さく、塀については、できるだけ生垣とするか自然素材の活用に努めるものとする。 

■ 擁壁については、規模を必要最小限とし、前面を緑化するよう努めるものとする。 

■ 海岸部に設ける擁壁は、できるだけ自然素材を活用し、海岸線との調和に配慮するものとする。 

記念塔、電波塔、物見塔、煙突、
高架水槽、鉄筋コンクリート造
りの柱、金属製の柱、合成樹脂
製の柱等 

■ 大規模な工作物は、できるだけ立地させない。やむを得ない場合は、必要最小限の高さとし、周辺景観との調和を図るため、色彩、形態・意匠に配慮するものとする。 

■ 﨑津教会への眺望を阻害しないよう配慮するものとする。  

■ 行為地が山稜の近傍の場合は、稜線を乱さないようできるだけ尾根から低い位置とする。 

■ 敷地内は、できるだけ緑化に努めるものとする。 

電気供給又は有線電気通信の
ための電線路又は空中線の支
持物 

■ 電線路の位置は、﨑津教会への眺望を阻害しないよう配慮するものとする。 ■ 電線路の位置は、周辺の景観に配慮するものとする。 

■ 電線敷はできるだけまとめて、少なくなるように努めるものとする。  

■ やむを得ず電線の道路横断を行う場合は、直角横断になるよう努めるものとする。  

■ 景観上重要な場所に設けるものについては、規模、意匠・形態、色彩等、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 

■ 電柱広告は原則として設置しない。やむを得ず設置する場合は、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 
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基 準 内 容 

漁村景観形成ゾーン 農村景観形成ゾーン 

工
作
物 

太陽光発電設備等 ■ 道路等の公共用地に接する敷地境界線からできるだけ後退した位置とするよう努めるものとする。 

■ 全体的にまとまりのある意匠とし、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 

■ 太陽光発電設備の最上部はできるだけ低くし、周囲の景観から突出しないよう努めるものとする。 

■ 太陽電池モジュールの色彩は、黒色又は濃紺若しくは低明度かつ低彩度とし、できるだけ反射が少なく目立たないものを使用するよう努めるものとする。 

■ 太陽電池モジュールのフレームの色彩は、モジュール部分と同系色とするよう努めるものとする。 

■ パワーコンディショナーや分電盤などの付属設備の色彩は、周辺の景観と調和するものを使用するよう努めるものとする。 

■ 公共空間・施設から望見できる場所に設置する場合は、植栽などによる修景を施すよう努めるものとする。 

■ 海への眺望に配慮し、海側となる道路沿線には設置しないよう努めるものとする。 

木竹の伐採及び事後の緑化に関する

事項 

■ 木竹の伐採は、その目的に応じ、必要最小限となるよう努めるものとする。 

■ 樹姿が優れた樹木は、できるだけ保全するものとする。 

■ 木竹の伐採を行った場合は、事後の土地利用に応じ、周辺の植生を勘案して緑化に努めるものとする。 

屋外における物件の堆積の方法及び

遮へいに関する事項 

■ 物件は、﨑津教会や道路、その他の公共の場から容易に見えない位置に集積または貯蔵するように努める ■ 物件は、道路その他の公共の場から容易に見えない位置に集積または貯蔵するように努めるものとする。 

ものとする。  

■ やむを得ず、﨑津教会や道路、その他の公共の場から見えやすい場所に集積または貯蔵する場合は、敷地 ■ やむを得ず、道路その他の公共の場から見えやすい場所に集積または貯蔵する場合は、敷地の周囲を緑 

の周囲を緑化するなどの遮へいのための措置を施すよう努めるものとする。 化するなどの遮へいのための措置を施すよう努めるものとする。 

鉱物の掘採及び土石等の採取の際の

遮へい及び事後の緑化に関する事項 

■ 掘採は、周辺からできるだけ見えないような方法をとり、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 

■ 掘採中は、敷地の周囲を高木等により遮へいし、修景に努めるものとする。 

■ 掘採終了後は、敷地の緑化復元に努めるものとする。 

土地の区画形質の変更後の土地の形

状及び緑化に関する事項 

■ 自然の地形を生かした造成を行い、のり面、擁壁等の発生をできるだけ抑えるよう努めるものとする。やむを得ず発生するのり面、擁壁等は、前面を緑化することにより、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 

■ 樹木については、できるだけ保全するとともに、周辺の樹木と調和した樹種により緑化に努めるものとする。 

屋外における自動販売装置の設置方

法に関する事項 

■ 自動販売装置の位置は、道路から後退させるとともに、建物と一体に管理できる状態になるように努めるものとする。 

■ 海への眺望に配慮し、海側となる道路沿線には設置しないよう努めるものとする。 

広告物に関する事項 

■ 一般広告物の掲出は原則として行わない。 

■ 自家用広告物の表示については、１事業所等につき１０㎡以内とし、１表示面積は５㎡以下とする。 ■ 自家用広告物の表示については、周辺景観と調和するよう努めるものとする。 

■ 広告物の意匠・形態については、周辺の景観に調和するものとし、多色使いを避け基本的に３色以下とする。 

■ 材料は、耐久性、耐候性に優れ、たい色、はく離のおこりにくいもので質感豊かな材質を用いるものとする。 

※建築物等（遊戯施設、プラント施設、立体的収納施設、汚物・ゴミ処理施設、石油・ガス・液化石油ガス貯蔵処理施設を含む）
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３．特定施設届出地区における行為の制限 

特定施設届出地区は、幹線道路沿線の民間施設について、景観誘導を

図るために指定を行うもので、以下の施設が対象となります。 

 

■届出が必要な特定施設 

用   途  例  
●風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関す
る法律第２条第１項第４号及び第５号並びに
同条第６項第４号に規定する営業を行うため
の 施 設  

パチンコ屋、まあじゃん屋、
ゲ ー ム セ ン タ ー 、 モ ー テ ル 
等  

●危険物の規制に関する政令第３条第１号に規
定する給油取 扱所 （専ら 自 家 用 に 供 す る も の を除
く）  

ガ ソ リンスタンド 等  

● 広 告塔及び広告板、屋上広告、カラオケボックス  
● 飲 食店業を営むための施設  レ ス トラン、喫茶店 等  
●物品販売業を営むための施設（販売のための

物 品の陳列又は展示を行わないものを除く）  
スーパーマーケット、専門店 
等  

●物品貸付業を営むための施設（貸付けのため
の 物品 の陳列 又は 展示を 行わ ない ものを 除
く ）  

レンタルビデオ店、貸自動車
業 等  

●旅館業法第２条第２項又は第３項に規定する
営 業 を行うための施設  

ホ テ ル、旅館 等  

● 太 陽光発電設備  太 陽 光発電設備 等  
 

指定区間は、｢熊本県景観条例｣において指定されていた以下の区間と

します。 

■特定施設届出地区 

路 線 名  始   点  終   点  区 域 の 範囲 

国 道 266 号  国道 3 2 4 号との交点  道目木隧道入口  路端から両側 2 0ｍ以内  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終点：道目木隧道

入口  

始点： 国道 324 号との

交点  

国 道 266 号 
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（１）届出対象行為 

特定施設届出地区における届出対象行為は、法第 16 条第１項の規定

に基づくとともに、｢熊本県景観条例｣における届出対象との整合を図り

以下のとおりとします。  
 

■特定施設届出地区における届出対象行為 

（景観形成地域における届出対象行為を除く）  

行 為 の種類 届 出 対象規模 

建
築
物  

新築、増築、改築、移転若しくは撤去 ・当該行為に係る部分の床面積の合計が

10 ㎡ を 超えるもの  
 

外観を変更することとなる修繕若しくは

模様替又は色彩の変更 
・当該行為に係る部分の面積が 10 ㎡を

超 え るもの  

工
作
物  

新築、増築、

改築、移転若

しくは撤去、

外観を変更す

ることとなる

修繕若しくは

模様替又は色

彩の変更 

さく及び塀、擁壁 等  ・ 高 さが 1.5ｍを超えるもの  
（※３）  

記念塔、電波塔、物見塔、

煙突、高架水槽、鉄筋コ

ンクリート造りの柱、金

属製の柱又は合成樹脂製

の柱 等  

・ 高 さが５ｍを超えるもの  
・（※２ ,３）  

電気供給又は有線電気通

信のための電線路又は空

中線の支持物 

・ 高 さが 10ｍを超えるもの  
（※３）  

遊戯施設、製造施設、貯

蔵施設、処理施設、収納

施設 等  

・ 高 さが５ｍを超えるもの  
・ 築 造面積が 10 ㎡を超えるもの  

（※３）  
広告塔又は広告板 ・ 表 示面積が１㎡を超えるもの  
太陽光発電設備 等  ・土地に自立した設備で、その敷地に用

に供する土地の面積が 100 ㎡を超え

る も の又は 10 ㎾以上のもの（※３）  
広 告 物の設置又は外観の変更  ・はり紙、はり札、立看板、のぼり、ぼ

んぼり、広告網、アドバルーン及びこ

れらに類するもので、 90 日を超えて

継 続 して掲出又は表示されるもの  
・ 表 示面積が１㎡を超えるもの  

※２ 工作物が建築物と一体となって設置される場合にあっては、当該建築物の高さと

の合計の高さとする。  
※３ 工作物において、増築又は改築後の高さ、又は築造面積が各届出対象規模を超え

るものを含む。  
(注１)届出の適用除外行為については、上記のほか、景観法、景観法施行令及び景観条

例施行規則に規定されている。 
(注２)熊本県屋外広告物条例に基づく許可を受けるものを除く。  
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（２）景観形成基準 

幹線道路沿線の良好な景観形成を具体的に実現するため、景観形成の基準を定めます。 
 

■特定施設届出地区における景観形成基準 

事 項 景観形成のための基準 

特定施設及び附帯

施設の位置に関す

る事項 

・建築物・工作物等については、駐車場を道路側に配置する等できるだけ道路から後退した位置とする。 

・隣接する施設相互において沿道から見て連担性の保てる位置とする。 
・交差点等角地に立地する施設は、両方の道路から後退した位置とする。 

・広告塔・広告板については、建築物と調和が保てる位置であると同時に、沿道において統一性の図れる位置とする。 
・さく、塀が必要な場合は、生垣にするか、前面に緑化するスペースが確保できる位置とする。 
・道路に面した擁壁についても前面に緑化するスペースが確保できる位置とする。 

特定施設及び附帯

施設の外観に関す

る事項 

・建築物・工作物等については、その形状が整然として、しかも周辺と違和感のないものとする。色彩・素材は以下のものを基準とし、その地域の基調となるものと合い、隣接相互に調和す

るものとする。 
※自然素材を用いる場合はこの限りでない。 
※高彩度色はアクセント的な利用に限るものとする。 

【外壁】 
[基準色] N(無彩色)：明度６以上、R(赤)・YR(黄赤)：明度５以上 彩度６以下、Y(黄)：明度５以上 彩度４以下、その他：明度５以上 彩度２以下 
[推奨色]  N(無彩色)：明度８以上、R(赤)・YR(黄赤)・ Y(黄)：明度７以上 彩度３以下、その他：明度７以上 彩度１以下 

【屋根】 
[基準色]  N(無彩色)：明度６以下、R(赤)・YR(黄赤)・Y(黄)・PB(青紫)：明度５以下 彩度３以下、その他：明度５以下 彩度２以下 

・外壁・屋上等に設ける設備は、露出しないように努め、本体及び周辺の景観との調和に配慮するものとする。 
・電飾を含め、壁面の意匠はそれ自体乱雑とならず周辺との調和を乱さないものとする。 
・広告物については、表示面積を極力小さく、設置数は少なくし、その沿道で統一性のとれたものに努めるものとする。 
・色彩については、できるだけ多色使いを避け、沿道の基調となるものに配慮するものとする。 

特定施設及び附帯

施設の敷地の緑化

に関する事項 

・道路に面した部分には高木を主体とした緑化に努めるものとする。更に施設の実状によって中木・低木・グランドカバー等の組合せによる修景緑化に努めるものとする。 
・駐車場は、高木による緑化を施し、緑陰駐車場になるよう努めるものとする。 
・建築物・工作物等の周りは、修景緑化に努めるものとする。 
・広告塔、広告板その他の工作物の根元周囲には、根締めとなる修景緑化に努めるものとする。 
・スペースがない場合には、ツタを使った緑化に努めるものとする。 
・敷地の周囲、さく・塀・擁壁等の前面の緑化に努めるものとする。 

太陽光発電設備等

に関する事項 
・道路等の公共用地に接する敷地境界線からできるだけ後退した位置とするよう努めるものとする。 
・全体的にまとまりのある意匠とし、周辺の景観との調和に配慮するものとする。 
・太陽光発電設備の最上部はできるだけ低くし、周囲の景観から突出しないよう努めるものとする。 
・太陽電池モジュールの色彩は、黒色又は濃紺若しくは低明度かつ低彩度とし、できるだけ反射が少なく目立たないものを使用するよう努める 
ものとする。 

・太陽電池モジュールのフレームの色彩は、モジュール部分と同系色とするよう努めるものとする。 
・パワーコンディショナーや分電盤などの付属設備の色彩は、周辺の景観と調和するものを使用するよう努めるものとする。 
・公共空間・施設から望見できる場所に設置する場合は、植栽などによる修景を施すよう努めるものとする。 

その他 ・ポケットパークとなるようなスペースの確保に努めるものとする。 
・のぼり、ぼんぼり、広告網等については、できるだけ行わないよう努めるものとする。 
・道路前面における物品の集積は、乱雑とならないものとする。 
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●景観形成重点地区の抽出 
○市民の誇りとなる景観づくりを住民主体で目指す地区 
○豊かな自然景観を有する地区 
○地域固有の文化的景観を有する地区 
○都市の顔として風格と潤いのある景観を創出すべき地区 
○幹線道路軸（観光ロード：風景街道）の沿線地区 
○河川・海岸及びその周辺地区 

等  

①景観形成地域の指定 

②景観地区の指定 ③準景観地区の指定 

都市計画区域外 都市計画区域内 

●景観形成重点地区の景観計画を策定 

（地域住民参画による計画案の検討） 
・区域設定、方針設定、行為の制限に関する事項    等 
●地区住民の合意形成 

●計画区域確定 

●景観形成重点地区 

Ⅵ．景観形成重点地区                    
 

１．景観形成重点地区の抽出と地域指定の考え方 

地域に点在する景観資源を核として、集落を含む周辺一帯の良好な景観形成を

住民主体で目指す地域を「景観形成重点地区（以下、「重点地区」という。）」と

して抽出し、景観まちづくりの実現を推進します。 

重点地区では、地域住民や関係団体との協働により、景観まちづくりの方針、

区域の設定、行為の制限などを定めた｢地区景観計画｣を策定します。 

住民の発意と合意のもと策定された規制・誘導の手法や地域状況に応じて、以

下の指定を進めます。 

①行為の制限となる届出対象行為や景観形成基準を地域で独自に設け、景観の誘

導を図っていく地域・・・・・景観形成地域 

②都市計画に建築物の形態意匠の制限を定め、認定制度により規制の担保を図る

など、より積極的に良好な景観形成に取り組む地区・・・・・景観地区 

③都市計画区域以外で、相当数の建築物の建築が行われ、良好な景観の保全を図

る必要がある地区・・・・・準景観地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■景観形成重点地区抽出と地域・地区指定に向けてのフロー 
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２．景観形成重点地区の設定 

豊かな自然や地域固有の文化的景観など、天草らしい景観を有する地区等におい

て、住民の主体的な活動が期待でき、市全体への波及効果が高いと思われる地区を

先導的な役割を担う「景観形成重点地区」として定めます。重点地区では、地区景観

計画の早期策定に向け、住民、事業者、市による協働体制を整え、取り組んでいき

ます。 

なお、市民等から提案があった地区については、その都度、検討を行い｢景観形成

重点地区｣を更新することにより、各地区の個性と魅力を高める｢景観からの島づく

り｣を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大江地区（天草町） 

◆棚底地区（倉岳町） 

◆御所浦地区（御所浦町） 

◆イルカライン沿線地区（五和町） 

景観形成重点地区 

◆棚底地区 

倉岳を背景に、民家の防風

石垣等が残る、自然と文化的

景観が調和した地区。 

◆御所浦地区 

烏峠からの眺望や白亜紀の

地層など、自然景観が特徴的

な国立公園に隣接する地区。 

◆大江地区 

大江教会を中心に、周辺の

農村集落と調和した文化的

景観を有する地区。 

◆イルカライン沿線地区 

天草景観形成地域に隣接し、

海岸景観が特徴的なイルカライ

ン(国道324号)沿線の地区。 

 

天草市 
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Ⅶ．景観形成上必要なその他の事項              
 

１．景観重要建造物の指定方針 

地域のシンボルとして、多くの人々に親しまれている建造物は、地域の景観づ

くりに大きな役割を果たしています。 

この中には、文化財保護法に基づく重要文化財や特別史跡名勝天然記念物等の

指定により、保全されているものもあります。しかし、それ以外については、景

観法による景観重要建造物の指定制度に基づいた保全の仕組みが必要です。 

そのため、以下の方針により、景観重要建造物の指定を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、市民等から指定提案があったものについても、その都度、建造物の所有

者等と協議を行い、指定に向けた検討を行います。 

 

 

２．景観重要樹木の指定方針 

建造物と同様に地域のシンボルとして、多くの人々に親しまれている樹木は、

地域の景観づくりに大きな役割を果たしています。 

これらの樹木の中には、文化財保護法に基づく特別史跡名勝天然記念物等に指

定され、すでに一定の保全が図られているものもあります。しかし、それ以外の

樹木については、景観重要樹木の指定制度に基づいた保全の仕組みが必要です。

そのため、以下の方針により、景観重要樹木の指定を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、市民等から指定提案があったものについても、その都度、樹木の所有者

等と協議を行い、指定に向けた検討を行います。 

 

○景観計画区域内において、良好な景観形成を推進する上で重要なもの 

○地域の自然、歴史、文化、生活等からみて、当該建造物が地域の景観上

の特徴を有しているもの 

○道路など、公共の場所から、公衆によって容易に望見されるもの 

○歴史的な建造物に限らず、地域のシンボルとなって、広く市民に親しま

れているもの 

○景観計画区域内において、良好な景観形成を推進する上で重要なもの 

○地域の自然、歴史、文化、生活等からみて、景観上の特徴を有している単体の

樹木 

○道路など、公共の場所から、公衆によって容易に望見されるもの 

○地域のシンボルとなって、広く市民に親しまれているもの 
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■これまでの指定状況（平成２４年５月１日現在） 

名称 所在地 指定年月日 

御所浦牧島のあこう 御所浦町牧島２９０－８ 平成２２年３月１日 

五和上野原神社大クス 五和町城河原三丁目４１６ 平成２３年６月１日 

牛深小学校のセンダン 牛深町１９８５ 平成２３年６月１日 

対岳楼跡のアコウ 有明町大島子２６２６－１ 平成２４年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五和上野原神社大クス 

【指定第２号】 
御所浦牧島のあこう 
【指定第１号】 

対岳楼跡のアコウ 

【指定第４号】 
牛深小学校のセンダン 

【指定第３号】 
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３．景観重要公共施設の整備に関する事項 

道路や河川、港湾、都市公園等の公共施設は、地域の良好な景観の形成にあたって

重要な要素です。景観法では、こうした公共施設とその周辺の土地利用を一体的に景

観計画に位置づけ、「整備に関する事項」や「占用許可等の基準」を定めることがで

き、効果的に良好な景観形成を図ることを可能としています。「景観からの島づくり」

の方針に沿った整備を推進することにより、まちの魅力を格段に向上させることがで

きます。 
 

活用イメージ：地域振興の拠点として親水性を高めた海岸整備（熱海市熱海サンビーチ） 

 
・道路法による道路 
・河川法による河川 
・都市公園法による都市公園 
・海岸保全区域等に係る海岸 
・漁港漁場整備法による漁港 
・自然公園法による公園事業に係る 
施設          等  

○整備に関する事項 
・景観上配慮すべき事項を定める 
例：バスターミナル周辺等において、風格あ

る道路整備を行う場合に、街灯や舗装等
を配慮したものとする 

○占用許可等の基準 
・景観上の特性を維持、増進するために定め
る 

例：地域に親しまれる緑豊かな都市公園にお
いて、緑と調和した良好な景観の形成を
図るために、公園管理者以外の者が設置
する建築物、工作物その他の物件の形態
意匠や高さ等の基準を定める 

活用イメージ：歴史的まち並みに配慮した電線地中化（京都市花見小路） 

●景観重要公共施設として定め
ることのできる公共施設 

資料：景観重要公共施設の手引き（案）／国土交通省 
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本市においても、景観上重要な道路や河川等の公共施設について候補選定を進める

とともに、利用者の意見を反映し、国や県の関係機関との協議を踏まえ、景観重要公

共施設として指定し、良好な景観の形成に配慮した整備を推進します。 
ここでは、景観形成を図る上で、公共施設の整備にあたって配慮すべき基本的事項

と基本的な方針について整理します。 
 

■配慮すべき基本的事項 

 
 
 
 

 

 

 

○機能性や安全性に加え、快適性や美観性に配慮します。 
○ユニバーサルデザインの視点を考慮し、利用者の声を反映した整備を目

指します。 
○地域の個性を生かした文化の薫り高い整備を目指します。 
○周囲との調和及び他事業との調和に配慮します。 
○親水、親緑空間について配慮します。 
○将来の維持管理について配慮します。 

【道路】 

【河川】 

【公園】 



58 

■基本的な方針 

 景観形成基本方針 

道 路 道路沿線には、自然、田園、まち並みなど多種多様な景観が広がり、市域の景

観形成において重要な骨格をなしています。 
・幹線道路では、沿道のまち並みや海岸線と調和のとれた道路構造、緑を生かし 

た道路景観に配慮します。 

・地域内道路では、のり面及び防護柵の景観的配慮や余裕地における植栽、周辺 

の集落、田園、山林などと調和のとれた緑豊かな景観形成に努めます。 

・まち中の景観を阻害する電線の地中化を推進します。 

公 園 公園は、日常生活や地域コミュニティの場として地域に密着した施設にすると

ともに、地域の自然や文化を生かしたものとして整備していく必要があります。 
・公園は、地域環境の一部を形成するものであり、周辺の景観との調和に配慮し

ます。 

河 川 河川は、古くから地域と深い関わりを保ちながら、治水及び利水の両面から私

たちの生活に大きな影響を与えてきました。 
・河川は、動植物の生息の場としても重要であり、自然環境を保全しながら、潤 

い、やすらぎのある緑豊かな親水空間として景観形成に努めます。 

港 湾 

漁 港 

港湾、漁港は、規模や機能が多様であり、さまざまな人々が出入りする地域の

玄関口や経済の重要な拠点となるものが多い施設です。 

・それぞれの港は、地域ごとの特性や風情を持っており、その中に立地する人工 

構造物については、これらの特性や風情を尊重し、安全性を考慮した上で、人々 

ができるだけ水に親しむことのできる構造とします。 

・余裕地については緑化や公園化などを図り、人々の憩いの空間づくりに努めま 

す。 

海 岸 海岸は、漁業をはじめとする生産活動や、海洋レクリエーションの場として、

人々が雄大な自然とふれあい、心のやすらぎを求めることのできる場となってい

ます。 

・海岸は、動植物の生息の場としても重要であり、自然海岸の保全に努めます。 

・人工海岸の構造物の築造にあたっては、景観上の配慮や緑を生かした親水空間 

として整備に努めます。 
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４．屋外広告物に関する基本的事項 

屋外広告物は、「常時又は一定期間継続して、屋外で公衆に表示されるもの」であ

り、日常生活や経済活動等にとって大きな役割を担っています。しかし、無秩序に掲

出されると、まちの魅力を半減させてしまうほか、建築物や工作物、樹木などが形成

する景観に新たに加えられるため、良好な景観の形成へ与える影響が非常に大きなも

のとなってしまいます。 
例えば、主要幹線道路や海岸線の景観は、まちの印象の良し悪しを決める要素でも

あり、建築物との調和やまち並みとしての統一感に配慮した設置が望まれます。 
本市では、熊本県屋外広告物条例により、表示、掲出禁止物件や禁止地域、許可地

域が設けられ、必要な規制誘導が図られています。また、景観形成地域及び特定施設

届出地区では、屋外広告物に関する基準を定め取り組んできました。景観計画では、

この基準を引き継ぎ、良好な沿道景観づくりを推進します。 
なお、屋外広告物法の一部改正によって、景観行政団体が屋外広告物行政も一体的

に行うことができるようになりました。今後は、屋外広告物の規制と建築物等につい

ての景観誘導を一体的に推進していくため、地域の景観特性に配慮した（仮称）天草

市屋外広告物条例の制定を進めるとともに、景観協定制度などを活用した、「景観か

らの島づくり」に努めます。 
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５．景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的事項 

本市では、棚田や畑作物が織り成す丘陵地の景観など、平地が少ない地形の特徴を

生かしながら農業を営み、地域ごとに個性あるのどかな農村景観を形づくってきまし

た。 
農村地域特有の美しい景観は、人間が自然に働きかけながら永い年月をかけて創り

出したもので、農林業の営みや暮らし、その中から生まれ受け継がれてきた伝統文化

などの要素が一体となって形成されてきた文化的景観と言えるものです。しかし、高

齢化や過疎化の進行によって、集落の機能が低下し、耕作放棄地が増加するなど、か

つての美しい農村景観が失われつつあります。 
美しい農村景観を保全、創出するため、集落内の建築行為の規制は景観計画で定め

ていきます。しかし、耕作放棄地の解消や景観と調和のとれた農業生産基盤施設の整

備、地域の歴史文化を形成する土地改良施設の保全などについては、農業施策とも連

携を図り総合的に取り組んでいく必要があります。 
 

・ 

・・・헺 ・믂 췕

 
里山・棚田を守りたい 

黄
景観に配慮した 

例えば、 

 

 

 

 

など、地域の課題を受けて、以下のことを定めます。 

・景観計画区域内の農業振興地域において、景観との調和に配慮しつつ、良好な営農条件の確

保を図るための措置を計画に位置づける必要がある区域を定めます。 

○景観農業振興地域整備計画の区域 

・景観農業振興地域整備計画の区域内の農用地、農業用施設等について、景観を維持した農地

の管理や景観作物の共同栽培など、地域全体の特徴ある景観に配慮した土地利用のあり方につ

いて定めます。 

・景観農業振興地域整備計画の区域内における農用地、農業用施設等について、その整備、保

全の方向や具体的な事業・活動について定めます。 

○農業生産の基盤の整備や開発に関する事項 
○農用地の保全に関する事項 
○農業近代化のための施設整備に関する事項 

●景観農業振興地域整備計画では・・・ 

資料：景観農業振興地域整備計画の策定に向けて／農林水産省 

○景観と調和のとれた土地の農の利用に関する 

里山・棚田を守りたい 
耕作放棄地を 

解消したい 

景観に配慮した 
ほ場整備や農道整備 

をしたい 



61 

 なお、本景観計画では、農業振興地域における保全、創出すべき地域の景観の特色

について、その概要を整理します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○山間の地形や丘陵地、海を望む斜面地を巧みに利用した棚田や果樹園の景観 
○海に面する干拓地に広がる水田地帯の景観 
○台地に広がる野菜畑や果樹園の景観 
○ため池や石積み水路等の歴史を感じさせる農業用水施設の景観 
○生活を通じて自然と関わり合う中で形成されてきた里山景観 
○豊作祈願や五穀豊穣を感謝する祭など伝統文化の舞台となる社寺境内や集落

景観  

●保全・創出すべき地域の景観の特色 
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６．自然公園法の許可の基準 

本市は、市域の約 14％が国立公園に指定されており、景観計画区域の一部と国

立公園区域が重複することとなります。 

景観法では、国立公園の特別地域及び特別保護地区、海域公園地区内（以下｢特

別地域等｣）で行われる自然公園法の許可が必要な一定の行為について、景観計画

に、良好な景観の形成を図る上で必要な上乗せの許可基準を定めることができる

とされています。 

国立公園は「わが国の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地」（環境省）

として指定されるもので、特別地域等では、届出・勧告制のゆるやかな規制では

なく、許可制による厳しい規制が行なわれています。したがって、特別地域等と

重複する景観計画区域では、より厳しい自然公園法の基準が適用されることにな

ります。 

今後、特別地域等において地域特有の景観形成を図る場合、自然公園法に基づ

く規制基準の範囲では、景観の保全等が困難と判断される時は、自然公園法の許

可が必要な一定の行為について、関連機関と協議を行い上乗せの許可基準を定め

ることとします。 

 

■許可が必要な一定の行為 

 

 

 

 

 

■上乗せ基準の例 

①工作物（建築物を含む）の新築又は増改築 

②広告物類の掲出若しくは設置又は広告類の工作物等への表示 

③屋根、壁面、塀、橋、鉄塔、送水管等の色彩の変更             等 

① 工作物の高さ、壁面線を揃える 

② 広告物等の色彩、意匠及び規模を統一する 

③ 屋根の色彩を統一する                     等 
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７．景観形成に向けた各種制度の活用 

（１）景観整備機構制度の活用 

景観整備機構制度は、民間団体や市民による自発的な景観の保全・整備を推進

するため、一定の景観の保全・整備能力を有する公益法人又はＮＰＯ法人を良好

な景観形成を担う主体として位置づける制度です。 

本市では、本制度に基づく景観整備機構の指定により、民間活力を活用した積

極的な景観の形成に努めます。 

 

 

■景観整備機構が行う主な業務内容 

 

 ・良好な景観の形成に関する事業を行う者に対し、その事業に関する知識を

有する者の派遣、情報の提供、相談、その他の援助を行うこと。 

・管理協定に基づき、景観重要建造物又は景観重要樹木の管理を行うこと。 
・景観重要建造物と一体となって良好な景観を形成する広場その他公共施設に

関する事業、若しくは景観計画に定められた景観重要公共施設に関する事業

を行うこと、又はこれらの事業に参加すること。 
・上記の事業に有効に利用できる土地の取得、管理及び譲渡を行うこと。 

・景観農業振興地域整備計画の区域内にある土地を同計画に従って利用するた

め、委託に基づき農作業を行い、その土地の権利を取得し、その土地の管理

を行うこと。 

・良好な景観の形成に関する調査研究を行うこと。 

・良好な景観の形成を促進するために必要な業務を行うこと。 
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（２）景観協議会の設置 

景観協議会は、景観計画区域における良好な景観の形成を図る上で必要な協議

を行うため、市をはじめ、景観重要公共施設の管理者及び景観整備機構により組

織できるものです。 

協議会には、必要に応じて関係行政機関や観光関係団体、商工関係団体、農林

漁業団体、電気事業、電気通信事業、バス事業者等の公益事業者を営む者、住民

そのほか良好な景観形成を促進するための活動を行う者を加えることができま

す。 

本市では、さまざまな立場の関係者が、共通の場を設けて利害の異なる課題に

ついて協議・調整を行うことが可能な景観協議会の設置に努めます。 

 

■景観協議会を設置する場合の例 

 
・ シンボルロード等の景観重要公共施設又は将来景観重要公共施設になること

が見込まれる施設及びその周辺のまちが一体となった景観形成を推進するた

め、市、当該公共施設の管理者、電気事業者、周辺商店街振興組合、商工会、

地区住民等が参加し、景観重要公共施設としての整備方針及び占用の許可の

方針の検討等、周辺地域を含めた景観形成のあり方の検討等を行う場合。 
・ 港やバスターミナル周辺等の交流拠点において、良好な景観形成と地域活性

化を一体的に推進するため、市、港周辺の広場管理者、汽船事業者、バス事

業者、周辺商店街振興組合、地区住民等が参加し、港周辺の景観計画の案の

検討、花いっぱい運動、活性化イベントの開催等、関係者の協働による景観

形成、地域活性化策の検討等を行う場合。 
・ 歴史的なまち並みや、景観資源が散在する地域で、良好な景観形成と観光振

興、地域活性化を一体的に推進するため、市、景観整備機構、公共施設管理

者、地域住民、観光協会、周辺事業者等が参加して、景観形成基準の検討や

景観重要建造物の利活用方策、回遊性を高めるサイン計画や歴史と調和した

道づくりの検討等を行う場合。 
・ 温泉等の観光レクリエーション施設が集積する地域において、良好な景観を

創出するため、市や観光協会、周辺事業者等が参加して、周辺の自然環境と

調和した屋外広告物、建築物等の検討等を行う場合。 
・ 山岳、海峡、河川等の広域的な景観の保全を図るため、市、関係する市町村

及び県、景観整備機構、景観活動を行うＮＰＯ等が参加して、広域にわたる

景観の保全に向けた景観形成基準の検討等を行う場合。 
・ 隣接する２以上の景観計画区域が連携し、広域的な観点から調和のとれた景

観形成を推進する必要がある場合（互いの景観協議会に他方が関係行政機関

として構成員となり、２以上の景観協議会を共同開催する等）。 
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（３）景観協定制度の活用 

景観協定制度は、地域のより良い景観の維持・増進を図るために、住民自らが

必要なルールを定め、土地所有者等の全員の合意により結ぶものです。 

景観協定では、建築物、工作物、樹林地、草地、緑化、屋外広告物、農用地等

の景観を構成する多種多様な要素について一体として定めることが可能です。ま

た、より良好な景観の形成のために、法で直接規制することができない建築物や

工作物の用途についても定めることが可能となります。 

本市では、景観協定制度の活用を推進し、支援を検討していきます。 

 
■景観協定の活用例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 建築物や工作物について、色や形状、素材、高さ、敷地の緑化等を定め、良

好な市街地や地域色豊かな集落の景観の保全・創出を図っていきたい場合。 
・ 周辺の緑地と一体的に良好な景観を有している住宅地、集落等において、緑

地や樹林地等の保全と併せて建築物や工作物の高さ、色等についての基準を

定め、良好な景観の形成を図っていきたい場合。 
・ 商店街において、ショーウィンドー、外観等の照明や、店の前に設置する可

動式のワゴンの形式を定めること等により、賑わいのある良好な商業景観の

形成を図っていきたい場合。 
・ シンボルロード沿い等の敷地にセットバックを行い、建築物の前に花を設置

したり、清掃活動の回数等を定めること等により、格調と賑わいのあるシン

ボル空間の形成を図っていきたい場合。 
・ 商店街、観光地周辺の沿道地域等において、屋外広告物の色や大きさ、共同

設置の義務づけ等を定めることにより、景観の優れたまち並み、観光地と調

和した沿道景観の形成を図っていきたい場合。 
・ 農家等の建築物と農地が混在する地域において、建築物の形態意匠と農地の

保全・利用を一体として定めること等により、良好な農村景観の保全を図っ

ていきたい場合。 
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[巻末資料] 景観からの島づくり実例集           
 

本市は、平成 21 年４月に天草市景観計画を策定して以降、景観からの島づくりに

取り組んでまいりました。 

本実例集は、景観形成の基本目標「日本の宝島“天草” 景観からの島づくり」の

達成に向けて、模範となるべき公共事業を中心に、景観に配慮して整備した具体的な

実例をまとめたものです。 

今後、事業を実施する際の参考資料として活用いただき、天草の良好な景観形成に

資することを目的とします。 

  

■掲載事業の位置図                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田公園トイレ 

祇園橋公園 

はまぼう群生地 

天附公園トイレ 
﨑津諏訪神社下トイレ 

﨑津観光交流広場 
（紋付屋旅館跡地） 

﨑津漁港防災安全施設 
設置工事 

 

﨑津集落 
ガイダンスセンター 

﨑津漁港漁業集落 
環境整備事業 

十万山公園 
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■公共事業実例集                               

１．重要文化的景観（﨑津・今富景観形成地域）での整備実例 …………………68 
（１）﨑津漁港漁業集落環境整備事業…………………………………………………69 

― 周辺景観への影響を最小限に抑えた護岸 

（２）﨑津漁港防災安全施設設置工事…………………………………………………70 
― 﨑津教会への眺望に配慮したシンプルな車止め 

（３）﨑津諏訪神社下トイレ ……………………………………………………………71 
― 集落景観に調和した観光トイレと周囲修景による憩いの空間 

（４）﨑津集落ガイダンスセンター ……………………………………………………72 
― 世界遺産の玄関口にふさわしい観光拠点施設 

（５）﨑津観光交流広場（紋付屋旅館跡地）…………………………………………74 
― 歴史ある旅館の面影を残す地域と来訪者の交流広場 

２．景観形成地域および市内全域での整備実例 ……………………………………76 
  （１）天附公園トイレ ＜牛深景観形成地域＞………………………………………77 

― 漁村集落になじむ自然素材を活用した公園トイレ 

（２）太田公園トイレ ＜天草景観形成地域＞………………………………………78 
― 住宅地になじむ白を基調とした公園トイレ 

（３）はまぼう群生地 ＜景観計画区域＞……………………………………………79 
― 市の花「はまぼう」の自然豊かな環境を楽しめる観察路 

  （４）祇園橋公園 ＜景観計画区域＞ …………………………………………………80 
― 重要文化財と四季折々の風景を楽しめる公園 

３．景観保全に関する取り組み実例 …………………………………………………81 
  （１）天草花咲プロジェクト（花いっぱい運動）＜景観計画区域＞……………81 

― 市民と行政の協働で取り組む身近な沿道景観づくり 

  （２）十万山公園 ＜景観計画区域＞…………………………………………………82 
― 市民と行政の協働で取り組む公園再生 

  （３）景観保全事業 ＜景観計画区域＞………………………………………………83 
― 景観阻害要因の除去による景観再生 

 
 
 

■民間事業実例集                               

 ４．事業者による取り組みの実例 …………………………………………………………84 

（１）大型店舗（建築物）＜特定施設届出地区＞……………………………………84 
― 景観に配慮したコーポレートカラーを使用しない店舗デザイン 

（２）太陽光発電設備及びフェンス ＜﨑津・今富景観形成地域＞……………85 
        ― 周辺景観との調和に配慮した植栽による修景 

 

 

 ※本実例集は、景観計画を策定した平成 21 年度以降の事業の中から紹介してい

ます。今後行う整備等については、随時更新を行います。
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１．重要文化的景観（﨑津・今富景観形成地域）での整備実例 

 

﨑津・今富景観形成地域は、平成 24 年９月に「天草市﨑津・今富の文化的景観」

として国の重要文化的景観に選定され、さらに平成 30 年７月には﨑津集落を含む「長

崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産に登録されました。 

このことから、﨑津・今富景観形成地域では、重要文化的景観および世界遺産とし

てふさわしい整備が進められてきました。 

 

■天草市文化的景観整備管理委員会 

本市では、重要文化的景観及び世界遺産の登録推進を図るため、文化的景観の保存

並びに活用等に係る検討事項について審議を行う「天草市文化的景観整備管理委員

会」（以下「整備管理委員会」という）を、平成 22 年度に設置しました。 

地域内で実施する公共事業については、委員会で審議を行い、工法や景観へ与える

影響などについて詳細な検討を進めたうえで整備を実施しております。 

 

 委員：学識経験者、国および地方公共団体の職員、地元住民の代表など 

審議内容：次に掲げる事項について、調査・検討を行い審議する。 

(1) 景観の影響に配慮した各事業(公共事業等)における具体的工法等 

(2) 地域資源としての景観の利活用 

(3) 景観保全阻害要件が発生した場合の解決法等 

(4) その他必要と認めた案件 

（天草市文化的景観整備管理委員会規程 第３条・第４条より抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共事業実例集 

整備管理委員会での審議の様子 
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（１）﨑津漁港漁業集落環境整備事業          平成 22～29年度 

― 周辺景観への影響を最小限に抑えた護岸 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 漁村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：集落内の宅地や公共施設・道路等には地盤が低い箇所があり、異常潮位や大

雨時には冠水や浸水が発生していました。そのため、防災安全の向上を図り、

安心して快適に暮らせる漁村形成を目指すことを目的に、道路及び護岸の嵩

上げ等一体的な集落環境整備事業を実施しました。 

該当する項目：工作物（さく、塀、擁壁等） 

主な景観形成基準：（P47 参照） 

・海岸部に設ける擁壁は、できるだけ自然素材を活用し、海岸線との調和に

配慮する など 

検討した事項 

整備管理委員会において、安全性の確保に必要な施設規模や景観へ与える影

響を最小限に抑える工法等について審議を行いました。構造物の圧迫感を軽

減するため、側面に御領石、天端に下浦石を施し、周辺景観になじむよう配

慮しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下浦石 御領石 

ピンコロ

公共事業実例集 

整備前（高潮による冠水時） 整備後 
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（２）﨑津漁港防災安全施設設置工事           平成 26年度 

―﨑津教会への眺望に配慮したシンプルな車止め 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 漁村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：対象地の防波堤は海側に向かって傾斜がついており、車両の転落事故が発生

していたことから、安全対策のため整備を実施しました。 

該当する項目：工作物（さく、塀、擁壁等） 

主な景観形成基準：（P47 参照） 

・海岸部に設ける擁壁は、できるだけ自然素材を活用し、海岸線との調和に

配慮する など 

検討した事項 

漁港施設（荷揚げ場）であるため、漁業活動に極力影響を及ぼさない形状で

あることを前提に、当初は一般的な車止めが計画されていました。しかし、

整備管理委員会において、﨑津教会への眺望や海岸線の調和を阻害するおそ

れがあることから、着色は実施せず、コンクリートの素材色を活かしたシン

プルな車止めに変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 整備後 

当初計画された一般的な車止め 

公共事業実例集 

整備された車止め 
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（３）﨑津諏訪神社下トイレ              平成 26～27年度 

― 集落景観に溶け込む観光トイレと周囲修景による憩いの空間 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 漁村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：対象地の観光トイレは、﨑津教会と諏訪神社をつなぐ道路沿いにあり、世界

遺産構成資産のコアゾーンに位置しておりますが、階段があるため車イスで

利用できないことや、増加する観光客に対して便器が不足するなどの課題が

ありました。そこで、観光トイレの機能を向上させ、コアゾーンとしてふさ

わしく集落に溶け込む空間とするため、整備を実施しました。 

該当する項目：建築物等（位置、高さ、外観、敷地の緑化） 

主な景観形成基準：（P47 参照） 

・﨑津教会への眺望を阻害しないよう配慮する 

・屋根は、勾配のあるものを原則とし、できるだけ瓦葺とする 

・自然素材やそれに近いものの活用について配慮する など 

検討した事項 

整備管理委員会において、「素朴さ」や「さりげなく目立たない」デザインを

重視して審議を行いました。建築物をできるだけ小さく、板壁と瓦屋根を用

いて集落景観に溶け込む外観とするよう配慮しています。地盤を下げて道路

との段差をなくし、生じた法面に緑化を施しています。さらに、ロングベン

チによる休憩スペースを設け、集落内の憩いの空間となるよう整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前の観光トイレ 整備後 

トイレ横展望広場から﨑津教会への眺望 道路からの見え方 

公共事業実例集 
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（４）﨑津集落ガイダンスセンター           平成 26～27年度 

― 世界遺産の玄関口にふさわしい観光拠点施設 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 漁村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：世界遺産登録への取り組みを進める中、来訪者の増加が見込まれることから、

受け入れ体制の整備が求められていました。対象地は﨑津集落の導入部分に

位置していることから、世界遺産の玄関口にふさわしい情景を保った観光拠

点施設とするため、整備を実施しました。 

該当する項目：建築物等（位置、高さ、外観、敷地の緑化） 

主な景観形成基準：（P47 参照） 

・屋根は勾配のあるものを原則とし、できるだけ瓦葺とする。 

・自然素材やそれに近いものの活用について配慮する。 

・大規模な駐車場は、できるだけ高中木等による緑化に努める。 など 

検討した事項 

整備管理委員会において、周辺との調和や観光拠点施設としての利便性、地

域での利活用等について審議を行いました。建物の高さはできるだけ低くし、

周辺から突出しないよう配慮したほか、ゆとりのある軒下空間を設け、﨑津

の風景を楽しみながら休憩することができます。また、敷地内の築山には展

望デッキを設けており、﨑津教会を眺めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全景 

築山と展望デッキ 

公共事業実例集 

ゆとりのある軒下空間 

展望デッキから眺める﨑津教会 
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整備後の利活用状況 

施設内では、観光マップや世界遺産を紹介する冊子、天草市内のお土産が置

かれているほか、﨑津の歴史や教会の拝観マナーなどを紹介する映像も流れ

ており、散策前に歴史や文化を学ぶことができます。また、併設している自

動販売機は、外壁と同色での塗装を施すことで、建築物と調和するよう配慮

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館内は固定の施設を設置していないため、外部の広場空間と連続的にイベン

ト等で活用することができます。平成 28 年には、子供向けの工作教室・凧揚

げ体験や、物産販売と手づくり体験を行う﨑津マルシェなどを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外壁と同色で塗装した自動販売機 

公共事業実例集 

館内の様子 

子供向け工作教室の様子 工作教室で作った凧揚げ体験 

﨑津マルシェの様子 手づくり体験の様子 
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（５）﨑津観光交流広場（紋付屋旅館跡地）       平成 28～29年度 

      ― 歴史ある旅館の面影を残す地域と来訪者の交流広場 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 漁村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：対象地は、海に面した玄関と船着き場を持つ旅館「紋付屋」が建っていた場

所で、司馬遼太郎をはじめ多くの文化人が訪れました。建物は平成初期に解

体されましたが、海側へ突き出た階段と門柱は現在も残っています。そこで、

﨑津の歴史や風土を感じながら、来訪者や地域住民が憩い、交流できる広場

とするため、整備を実施しました。 

該当する項目：建築物等（位置、高さ、外観、敷地の緑化） 

主な景観形成基準：（P47 参照） 

・自然素材やそれに近いものの活用について配慮する。 

・敷地内の既存木は、できるだけ保存に努める。  など 

検討した事項 

整備にあたり全６回のワークショップを開催し、広場の利活用方法や整備内

容について地域で話し合いながら検討を進めました。地域の意見を踏まえた

うえで、整備管理委員会では、紋付屋旅館１階の平面図や当時の写真などを

参考に、土地の履歴が感じられるよう設計内容を審議しました。石畳は旅館

の廊下や柱を表現しており、建築当時の面影を感じることができます。海沿

いには木製デッキを設け、﨑津の風景を楽しみながら休憩できる空間となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

広場入口から見た風景 

木製デッキと昔からある門柱 

公共事業実例集 

建築当時の紋付屋旅館の間取り 
がわかる陶板サイン 

海側から見た風景 
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検討した事項 

固定の施設整備は最小限とし、多目的に使える広場としています。広場内に

は収納庫を設け、イベントや日常の休憩等で利用できる仮設のイスやテント

を備えつけております。簡易な調理台も備え付けており、レクリエーション

等で活用することができます。この調理台は、旅館の調理室があった場所に

整備しました。また、広場と民家の間に建つ木塀と屋根は、広場の外側に新

たなトウヤの風景を創り出し、地域の生活道として使えるよう配慮しました。 

 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 整備後の利活用状況 

平成 30 年 12 月には、﨑津教会でのクリスマスイベントと関連して、広場で

クリスマスマーケットが開催されました。来訪者が増加する土日や大型連休

中はイスやパラソルを設置し、来訪者の休憩場所として活用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共事業実例集 

クリスマスマーケットの様子 木製デッキで休憩している様子 

イス・テントの設置状況 

木塀・屋根と一体型の収納庫 調理台とトウヤの風景 

広場の様子 
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２．景観形成地域および市内全域での整備実例 

 

市内全域で実施する公共事業等については、天草市景観計画に基づく景観形成基準

に加え、天草市公共事業等景観形成指針が適用されます。 

特に重要な整備にあたっては、必要に応じて公共事業等景観形成検討会や天草市景

観審議会から意見聴取を行い、良好な景観形成を先導する役割を踏まえた公共事業等

に取り組んできました。 

 

■天草市公共事業等景観形成指針 

天草市景観条例第 11 条の規定に基づき、本市の景観形成に著しい影響を及ぼす公

共事業等について指針を定めました。 

公共事業等における良好な景観の形成の目標として、５つの配慮すべき基本的事項

を定めています。 
 
１．機能性や安全性に加え、快適性や美観性に配慮し、利用者の声を反映した整備を目指す。 

２．地域の個性を生かした文化の香りの高い整備を目指す。 

３．周囲との調和及び他事業との調和に配慮する。 

４．親水、親緑空間について配慮する。 

５．将来の維持管理について配慮する。 

 

■天草市公共事業等景観形成検討会 

庁内関係各課による組織。指針に基づく景観検討手続において、必要に応じて開催

します。 
 

 委員：庁内関係各課の職員 

検討内容：景観に関する事項について検討し、事業担当部署に対して意見を述べる。 

      検討会から意見聴取を行った場合は、検討会での協議状況を天草市景観 

審議会へ報告し、今後の取り組みなどについて意見を求める。 

 

■天草市景観審議会 

 天草市景観条例第 22 条に基づき設置された、景観形成に関する重要事項について

調査審議する組織。 
 
 委員：10人以内（学識経験者および市長が適当と認める者） 

検討内容： 審議会は、市長の諮問に応じて、次に掲げる事項について調査審議し、 

市長に答申するとともに、必要な意見を述べることができる。 

(1) 景観計画の策定及び変更に関すること。 

(2) 変更命令に関すること。 

(3) 景観重要建造物及び景観重要樹木の指定に関すること。 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める景観形成に係る重要事項に 

関すること。         （天草市景観条例 第 23条・第24条より） 

 

公共事業実例集 
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（１）天附公園トイレ                   平成 21年度 

      ―漁村集落になじむ自然素材を活用した公園トイレ 

場所：牛深町天附（牛深景観形成地域 ウォーターフロントゾーン住居系エリア P36） 

概要：対象地は、牛深の漁村集落内に位置する面積 0.09ha の街区公園で、昭和 52

年４月に供用開始されて以降、30 年以上経過した公園トイレは老朽化が顕著

であったため、公園施設の安全・安心を図るとともに、広く市民に親しまれ

る公園となるよう整備を実施しました。 

該当する項目：建築物等（位置、外観） 

主な景観形成基準：（P36 参照） 

・建築物等の高さ、配置は、できるだけ連続したまち並みのラインになるよ

う配慮する。 

・外壁の基調となる色は、海浜部としての明るさを醸し出すよう、明るく穏

やかな色彩を用いる。 など 

検討した事項 

周辺は住宅が密集する漁村集落であるため、集落景観になじむよう明るく穏

やかな色彩の木材を外壁に使用しました。また、海側の眺望を阻害しないよ

う、建築物の高さをできるだけ低くしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木材を使用した外観 海側の眺望を阻害しないよう 

建築物の高さを配慮 

公共事業実例集 
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（２）太田公園トイレ                                    平成 25年度 

      ― 住宅地になじむ白を基調とした公園トイレ 

場所：太田町（天草景観形成地域 沿道景観形成ゾーンＡ－２ P32） 

概要：対象地は、本渡の市街地内に位置する面積 0.13ha の街区公園で、昭和 51 年

５月に供用開始されて以降、30 年以上経過した公園トイレは老朽化が顕著で

あったため、公園施設の安全・安心を図るとともに、広く市民に親しまれる

公園となるよう整備を実施しました。 

該当する項目：建築物等（位置、外観） 

主な景観形成基準：（P32 参照） 

    ・周辺の基調となる景観と調和を図り、景観のまとまりを保つとともに、遠

景との調和に配慮するように努めるものとする。一般住宅は、できるだけ

周辺集落の建築様式と調和した、統一感のある集落景観形成に努めるもの

とする。 

   ・外壁及び屋根の色彩は、周辺の集落、まち並み等の建築物や周辺と調和し

た落ち着いたものを用いるものとする。また、同一敷地内における建築物

は、色調を統一するとともに、多色の使用は避けるものとする。 など 

検討した事項 

   公園周辺には住宅が多く配置しているため、住宅地の景観に調和するよう勾

配のある屋根とし、外壁は白を基調としたシンプルな意匠としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 整備後 

公共事業実例集 
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（３）はまぼう群生地                                 平成 24～25年度 

      ― 市の花「はまぼう」の自然豊かな環境を楽しめる観察路 

場所：新和町大宮地（景観計画区域 P28） 

概要：対象地は、全国的にも減少しているはまぼうの群生地で、河口から約２ｋｍ、

約３ha の土地に約１万２千本が自生しており、日本最大級の規模であるため

注目されていました。しかし、来訪者を受け入れる施設が整っていなかった

ため、群生地に隣接する市有地を活用して、駐車場やトイレ、はまぼうと身

近に触れ合える観察路などの整備を実施しました。 

該当する項目：工作物（さく及び塀、擁壁等） 

主な景観形成基準：（P28 参照） 

   ・周辺の景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある意匠とすること。 

   ・周辺の景観と調和するような材料を使用すること。など 

検討した事項 

   周辺は建築物が少なく、山・河川・道路・海・農地に囲まれた自然豊かな環

境であるため、整備する施設の規模は必要最小限としました。群生地へ降り

ることができる観察路や転落防止柵は木材を用い、自然景観になじむよう配

慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備後の利活用状況 

    平成 24 年度より、はまぼうの開花

時期にあわせて「はまぼう祭り」を

開催。平成 28 年度以降は「はまぼ

う観察週間」として観察イベントを

継続し、期間中はパークボランティ

アによる案内と共に観察が楽しめ

ます。また、地元新和小学校児童へ

の学習会も開催しています。 

群生地へ降りる木製の観察路 木製の転落防止柵 

公共事業実例集 

小学校学習の様子 
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（４）祇園橋公園                   平成 28～29年度 

― 重要文化財と四季折々の風景が楽しめる公園 

場所：中央新町（景観計画区域 P28） 

概要：本渡の市街地に位置する祇園橋は、江戸時代後期に架橋された石造りの桁橋

で、祇園社への参道や日々の生活道として長い間地域に親しまれてきた国指

定重要文化財です。対象地は祇園橋に隣接していることから、周辺で暮らす

人々や来訪者が、橋を眺めながら憩うことができる公園として整備し、中心

市街地の活性化や交流人口の増加につなげることを目的に、整備を実施しま

した。 

該当する項目：建築物等、工作物（さく及び塀、擁壁等） 

主な景観形成基準：（P28 参照） 

   ・周辺の景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある意匠とすること。 

   ・周辺の景観と調和するような材料を使用すること。など 

検討した事項 

    整備にあたり、天草市景観審議会へ整備内容を報告し、委員の意見を参考に

設計内容を検討しました。祇園橋との連続性を表現するため、道路に祇園橋

と同じ下浦石による舗装を施し、広場入口には橋詰をイメージした空間を設

けました。さらに、安全柵、ベンチ、園路も全て下浦石で整備し、照明灯や

東屋は和風のデザインを使用するなど、祇園橋と公園が一体的な空間となる

よう配慮しています。また、園内には四季折々の変化を楽しめる樹木を植栽

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備後の利活用状況 

祇園橋と公園の和風な雰囲気を活か

し、地元の茶道団体によるお茶会が

開催されました。 

公共事業実例集 

園内から祇園橋への眺め 祇園橋から公園への眺め 

お茶会の様子 
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３．景観保全に関する取り組み実例 

（１）天草花咲プロジェクト（花いっぱい運動）      平成 23年度～ 

      ― 市民と行政の協働で取り組む身近な沿道景観づくり 

場所：天草市全域（景観計画区域 P28） 

概要：本事業は、市民・団体・行政の協働により、身近なところから地域全体で花

いっぱい運動を展開することで、花のある沿道景観をつくることを目的に実

施しています。平成 22 年度に熊本県立大学主催の「くまもと緑のリレーフ

ォーラム in あまくさ」が開催されたことをきっかけに、平成 23 年度より開

始しました。市で花苗等を配布し、地域団体や事業所が既存の植樹帯やプラ

ンターなどを活用して花壇等の管理を行うことで、花づくり活動を身近なも

のとし、美しい天草の沿道景観の形成につながっています。 

   ※平成 30 年度 第 30 回くまもと景観賞「緑と水の景観賞」受賞 

 事業内容 

① シンボル花壇…市が管理する、地域のシンボルとなる花壇 

② ボランティア花壇…市が花苗を配布し、地域団体が管理する花壇 

③ 花苗等配布…年２回、学校や団体・事業所を対象に、花苗や種子などを配布 

④ あまくさオープンガーデン…個人や事業所の庭を一般公開する取り組み 

⑤ 花づくり教室…花の植え方や管理方法について講話・実演を行う取り組み 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

シンボル花壇 ボランティア花壇 

花づくり教室 花壇での実演の様子 交流イベントの様子 

 

公共事業実例集 
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（２）十万山公園                    平成 24年度～ 

      ― 市民と行政の協働で取り組む公園再生 

場所：本渡町本渡（景観計画区域 P28） 

概要：対象地は、本渡市街地や雲仙普賢岳・有明海・不知火海などを一望できる自

然豊かで風光明媚な風致公園で、昭和 34 年４月に開設されて以降、市民の

憩いの場として親しまれてきました。しかし、樹木の成長に伴い眺望が阻害

され、園内遊歩道は日中も暗く、ゴミ投棄も目立つようになっていました。

そこで、平成 24 年度より園内及び隣接民地の除伐・剪定を開始。かつての

眺望を徐々に取り戻すと同時に、平成 25 年度から県外で暮らす本渡出身者

による河津桜の植樹活動や、老朽化した公園施設への整備支援、平成 27 年

度からは地元団体による呼びかけで清掃ボランティア活動が始まりました。

植樹された河津桜は地域の新たな魅力として定着しています。また、地域の

宝である美しい景観を子ども達に引き継ぐ取り組みとして、小中学生を対象

としたスケッチ大会を開催し、将来にわたって地域に大切にされる公園とな

るよう取り組みを継続しています。 

   ※平成 29 年度 第 29 回くまもと景観賞「奨励賞」受賞 

 取り組み内容 

   ① 園内及び隣接民地の除伐・剪定による景観回復 

   ② 地域住民や利用者で行う清掃ボランティア活動による景観保全 

   ③ 河津桜やモミジ、アジサイの植樹活動による景観向上 

   ④ 十万山公園スケッチ大会開催による景観意識の高揚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃ボランティアの様子 

 

公共事業実例集 

除伐前（平成 24 年撮影） 除伐後（令和元年撮影） 

植樹された河津桜 
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（３）景観保全事業                   平成 21年度～ 

      ― 景観阻害要因の除去による景観再生 

場所：天草市全域（景観計画区域 P28） 

概要：本事業は、山や海岸などの自然景観が楽しめる観光地や展望所、その周辺地

域およびアクセス道路において、景観阻害要因の除去を行うことで良好な景

観形成の推進を図ることを目的に、平成 21 年度より実施しています。豊か

な自然景観は天草の景観特性のひとつであることから、繁茂した樹木などに

より本来の美しい眺望が阻害されている箇所の除伐等を行うことで、景観再

生に取り組んでいます。 

 主な実施箇所 

   ① 十万山公園 （平成 24～28 年度）※前項にて紹介 

   ② 倉岳山頂一帯（平成 28～29 年度） 

   ③ 鶴葉山公園 （平成 29 年度） 

   ④ 天草西海岸[国道 389 号沿線]（平成 30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天草西海岸[国道389 号沿線] 除伐前 

 

公共事業実例集 

鶴葉山公園 除伐前 鶴葉山公園 除伐後 

天草西海岸[国道389 号沿線] 除伐後 
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４．事業者による取り組みの実例 

（１）大型店舗（建築物） 

      ― 景観に配慮したコーポレートカラーを使用しない店舗デザイン 

場所：亀場町食場（特定施設届出地区 P49～51） 

概要：国道沿線の商業施設が多く集まるエリアにおける既存の店舗を活用した改修

工事。 

該当する項目：特定施設及び付帯施設の外観に関する事項 

主な景観形成基準：（P51 参照） 

   ・建築物・工作物等については、その形状が整然として、しかも周辺と違和

感のないものとする。色彩・素材はその地域の基調となるものと合い、隣

接相互に調和するものとする。 

   ・色彩については、できるだけ多色使いを避け、沿道の基調となるものに配

慮するものとする。 など 

協議した内容 

    家電量販店改修工事の際、事業者からの事前相談により、景観に配慮したコ

ーポレートカラーの赤を使用しない店舗デザインが提案されました。 

※ポールサインはコーポレートカラーを使用 

隣接するスーパーマーケットもコーポレートカラーが赤であり、改修工事にあ

たって当初は赤い壁面広告を設置するよう計画されていましたが、計画内容を

自主的に変更し、コーポレートカラーを使用しないデザインとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

景観に配慮した店舗の外観 

民間事業実例集 

コーポレートカラー（赤 7.5R5/14） 

を使用した同店舗のポールサイン 

コーポレートカラーを使用した看板 

（参考） 
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（２）太陽光発電設備及びフェンス 

      ― 周辺景観との調和に配慮した植栽による修景 

場所：河浦町﨑津（﨑津・今富景観形成地域 農村景観形成ゾーン P44～48） 

概要：住宅解体後の空き地活用のため、太陽光発電設備を設置。 

該当する項目：工作物（さく、塀、擁壁等・太陽光発電設備等） 

主な景観形成基準：（P47～48 参照） 

・さく、塀については、できるだけ生垣とするか自然素材の活用に努めるも

のとする。 

・太陽光発電設備の最上部はできるだけ低くし、周囲の景観から突出しない

よう努めるものとする。 

・公共空間・施設から望見できる場所に設置する場合は、植栽などによる修

景を施すよう努めるものとする。 など 

協議した内容 

    計画地は重要文化的景観の範囲内であり、住宅が集まる場所に位置していま

す。そのため、山を背景とした農村の集落景観をできるだけ阻害しないよう、

フェンスの緑化について協議を行いました。面積が狭く生垣等を設けるスペ

ースは確保できませんでしたが、代替案としてフェンスにつる状の植物を這

わせることで金属の質感を軽減し、周辺の景観に調和するよう配慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間事業実例集 

植栽直後の状況（平成 27 年５月撮影） 生長した状況（令和元年９月撮影） 
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天草市景観計画  

【景観計画に関するお問い合わせ先】 

天草市建設部 都市計画課 景観公園係 

住 所：〒863－8631 天草市東浜町８-１ 

電 話：０９６９－２３－１１１１ 

F A X：０９６９－２４－４２６６ 

策定年月日：平成２１年４月１日 
 

改訂年月日：平成２２年４月１日（第１回） 
 

      平成２４年５月１日（第２回） 
 

      平成２８年１月１日（第３回） 
 

      平成２９年９月１日（第４回） 
 

      令和 ２年４月１日（第５回） 
 

      令和  年 月 日（第６回） 

 


